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は
じ
め
に

　
　

�

久
邇
宮
殿
下
御
所
蔵
材
料
の
事
を
お
話
申
し
ま
す
、
即
ち
此
れ
（
目
録
書
を
示

さ
る
）
が
御
書
類
の
目
録
の
半
分
で
ご
ざ
り
ま
す
、
是
は
元
治
元
年
以
後
の
分

で
ご
ざ
り
ま
す
、
其
の
以
前
の
は
皆
な
袋
又
は
箱
に
這
入
つ
て
居
る
と
か
云
ふ

様
な
も
の
で
、
此
の
御
目
録
の
分
が
元
治
以
来
で
、
其
の
御
書
類
は
、
此
れ
だ

け
よ
り
多
く
あ
る
と
も
少
い
と
云
ふ
事
は
あ
る
ま
い
と
、
先
づ
大
体
拝
見
致
し

た
処
で
ご
ざ
り
ま
す
、
…
（
中
略
）
…　

宮
殿
下
の
御
書
類
と
近
衛
家
の
御
書

類
と
は
維
新
歴
史
の
材
料
の
正
確
な
る
も
の
に
て
、
…
（
中
略
）
…　

完
全
な

る
史
料
を
後
世
に
伝
へ
、
当
時
の
識
者
を
し
て
一
大
国
史
編
纂
の
材
料
に
供
せ

ね
ば
、
御
互
の
責
任
を
尽
さ
な
い
と
云
ふ
恐
れ
か
ご
ざ
り
ま
す
、

　

こ
れ
は
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
十
一
月
二
日
、
公
爵
島
津
家
の
編
集
員

（
史
談
会
会
員
）
で
久
邇
宮
家
の
編
纂
顧
問
で
も
あ
る
市
来
四
郎
が
、
宮
内
省
の
旧

藩
事
蹟
取
調
所
で
行
わ
れ
た
史
談
会
の
談
話
聴
取
の
場
で
発
表
し
た
史
料
調
査
報
告

の
一
部
で
あ
る
。
同
年
四
月
か
ら
京
都
府
の
二
条
離
宮
に
お
い
て
近
衛
家
所
蔵
史
料

の
調
査
を
行
っ
て
い
た
市
来
ら
は
、
帰
京
後
、
久
邇
宮
家
所
蔵
史
料
の
調
査
も
進
め

て
い
た
。
そ
の
結
果
、
市
来
は
久
邇
宮
初
代
朝
彦
親
王
の
自
筆
日
記
を
始
め
、
多
く

の
往
復
書
類
が
現
存
し
、
総
数
も
「
彼
是
三
千
以
上
」
に
な
る
と
の
見
込
み
を
持
っ

て
、
久
邇
宮
家
所
蔵
史
料
が
明
治
維
新
の
「
源
因
と
時
情
を
知
る
の
一
大
貴
重
な
る

材
料
」
で
あ
る
こ
と
を
看
破
し
た
の
で
あ
る
。

　

朝
彦
親
王
（
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
～
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
））
は
伏

見
宮
邦
家
親
王
の
第
四
男
子
で
、
幕
末
期
に
は
国
事
御
用
掛
と
し
て
孝
明
天
皇
を
補

佐
し
、
政
局
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
こ
の
こ
と
は
近
年
の
幕
末
政
治
史
研
究
の

基
礎
的
位
置
を
占
め
る
先
行
研
究
で
強
調
さ
れ
、現
在
で
も
広
く
認
め
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
筆
者
も
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
そ
こ
で
多
用
さ
れ
る
史
料
は
日
本
史
籍

協
会
叢
書
『
朝
彦
親
王
日
記
』
二
冊
（
元
治
元
年
七
月
～
慶
応
三
年
九
月
）
に
留
ま
っ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
鑑
み
る
と
、
上
記
市
来
四
郎
の
意
見
が
か
な
り
先
駆

的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
特
に
久
邇
宮
家
が
所
蔵
す
る
史
料

を
群
と
し
て
調
査
す
る
重
要
性
を
説
い
て
い
る
点
は
、
現
在
に
至
る
ま
で
同
家
所
蔵

の
朝
彦
親
王
に
関
す
る
史
料
発
掘
が
行
わ
れ
て
い
な
い
た
め
、
き
わ
め
て
意
義
深
い

指
摘
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

市
来
が
同
時
に
重
要
性
を
指
摘
し
た
近
衛
家
所
蔵
史
料
は
、
近
衛
家
が
昭
和
十
三

年
（
一
九
三
八
）
に
財
団
法
人
陽
明
文
庫
を
設
立
し
て
原
本
保
護
に
尽
力
し
、
現
在

で
は
田
島
公
氏
を
代
表
と
す
る
大
型
科
学
研
究
費
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
に
よ
り
、

日
本
史
研
究
に
お
け
る
利
用
環
境
は
飛
躍
的
に
良
好
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た

同
家
の
幕
末
維
新
期
史
料
に
つ
い
て
も
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
紙
焼
写
真
帳
が

（
１
）

（
マ
マ
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

研
究
報
告

白　
　

石　
　
　
　
　

烈

久
邇
宮
家
所
蔵
朝
彦
親
王
関
係
史
料
の
復
元

―
宮
内
省
臨
時
帝
室
編
修
局
と
文
部
省
維
新
史
料
編
纂
会
の
史
料
相
互
貸
借
の
事
例
か
ら
―
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排
架
さ
れ
て
閲
覧
可
能
で
あ
る
。

　

一
方
、
久
邇
宮
家
に
所
蔵
さ
れ
た
明
治
維
新
関
係
史
料
に
つ
い
て
は
、
全
体
像
は

お
ろ
か
、
概
要
す
ら
把
握
で
き
て
い
な
い
の
が
現
状
と
い
え
、
ま
さ
に
対
照
的
な
状

況
に
な
っ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
こ
の
状
況
を
改
善
す
る
た
め
の
第
一
歩
と
し
て
、
久
邇
宮
家
に
か
つ
て

所
蔵
さ
れ
た
朝
彦
親
王
関
係
史
料
の
復
元
作
業
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
史
料

原
本
の
所
在
が
確
認
で
き
な
い
現
状
下
に
お
い
て
、
手
が
か
り
と
な
る
の
は
写
本
の

存
在
で
あ
る
。
戦
前
期
に
歴
史
編
纂
業
務
の
た
め
、
久
邇
宮
家
所
蔵
史
料
の
副
本
を

作
成
し
て
い
た
組
織
が
二
つ
あ
っ
た
。
一
つ
は
「
明
治
天
皇
紀
」
編
修
の
た
め
宮
内

省
に
設
置
さ
れ
た
臨
時
帝
室
編
修
局
（
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
～
昭
和
八
年
（
一

九
三
三
）。
大
正
五
年
ま
で
臨
時
編
修
局
）
で
あ
る
。
も
う
一
つ
が
文
部
省
に
設
置

さ
れ
た
維
新
史
料
編
纂
会
（
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
～
昭
和
十
七
年
（
一
九

四
二
））
で
あ
る
。

　

両
組
織
が
作
成
し
た
久
邇
宮
家
所
蔵
史
料
の
副
本
は
、
そ
れ
ぞ
れ
宮
内
庁
書
陵
部

宮
内
公
文
書
館
所
蔵
の
臨
帝
本
と
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
の
維
新
史
料
引
継

本
に
含
ま
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
そ
れ
ら
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
上
記

の
課
題
に
つ
い
て
分
析
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

一
、
久
邇
宮
家
所
蔵
史
料
の
概
要

（
一
）
久
邇
宮
家
に
お
け
る
史
料
整
理

　

久
邇
宮
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
朝
彦
親
王
関
係
史
料
に
つ
い
て
、
同
家
は
ど
の
よ

う
に
管
理
し
て
い
た
の
か
。
そ
の
最
初
の
手
が
か
り
と
な
る
の
が
日
本
史
籍
協
会
叢

書
『
朝
彦
親
王
日
記
』
の
緒
言
（
昭
和
四
年
二
月
付
）
で
あ
る
。

　
　

�

一
、
本
書
ハ
久
邇
宮
朝
彦
親
王
ノ
御
日
記
ニ
シ
テ
、
書
中
毎
冊
御
手
日
記
ト
題

セ
ル
ハ
、
嘗
テ
宮
家
ニ
於
テ
親
王
御
事
蹟
ニ
関
ス
ル
文
書
整
理
ヲ
行
ハ
レ
タ
ル

際
、
当
事
者
ノ
便
宜
命
名
セ
シ
モ
ノ
ナ
ル
ヘ
ク
、
仍
テ
、
本
書
公
刊
ニ
付
テ
ハ

一
見
宮
ノ
御
日
記
ナ
ル
コ
ト
ヲ
明
瞭
ナ
ラ
シ
ム
ヘ
キ
名
称
ヲ
用
フ
ル
コ
ト
ヽ
セ
リ
。

　
　

…
（
中
略
）
…

　
　

�

一
、
本
書
原
本
宮
御
真
筆
ノ
御
日
記
ハ
、
先
年
宮
家
祝
融
ノ
際
、
悉
ク
焼
尽
セ

ル
由
拝
聞
セ
リ
、
現
ニ
帝
室
臨
時
編
修
局
及
維
新
史
料
編
纂
会
ニ
副
本
各
一
部

ヲ
蔵
セ
ル
ニ
過
キ
ス
、
今
回
本
書
ノ
校
訂
ニ
当
リ
テ
ハ
、
維
新
史
料
編
纂
会
所

蔵
本
ニ
拠
レ
リ
、
同
編
纂
会
所
蔵
ノ
モ
ノ
ハ
臨
時
編
修
局
所
蔵
ノ
副
本
ヲ
基
礎

ト
シ
テ
更
ニ
作
製
セ
ル
副
本
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
転
々
謄
写
ノ
際
誤
脱
ヲ
生
セ
ル
ト

コ
ロ
尠
ナ
カ
ラ
サ
ル
ヘ
キ
モ
、
今
ヤ
其
御
直
筆
ノ
御
日
記
ヲ
親
シ
ク
拝
読
ス
ル

ニ
由
ナ
キ
ヲ
以
テ
、
完
璧
ヲ
期
ス
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
ハ
、
誠
ニ
遺
憾
ノ
事
ナ
リ
。

　

こ
の
緒
言
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
は
多
い
。
①
朝
彦
親
王
の
日
記
写
本
に
は
「
御
手

日
記
」
と
い
う
表
題
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
過
去
に
久
邇
宮
家
が
朝
彦
親
王
の
事
蹟
に

関
係
す
る
「
文
書
整
理
」
を
行
っ
た
際
に
便
宜
的
に
付
け
ら
れ
た
こ
と
。
②
そ
の
た

め
日
本
史
籍
協
会
が
『
朝
彦
親
王
日
記
』
と
改
題
し
て
刊
行
し
た
こ
と
。
③
朝
彦
親

王
の
日
記
原
本
は
、
久
邇
宮
家
の
火
災
に
遭
っ
て
焼
失
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
。
④
そ
の
た
め
日
記
の
副
本
は
臨
時
帝
室
編
修
局
と
維
新
史
料
編
纂
会
に
各
一
部

所
蔵
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
こ
と
。
⑤
日
本
史
籍
協
会
叢
書
は
維
新
史
料
編
纂
会
の
副

本
を
底
本
に
し
た
こ
と
。
⑥
維
新
史
料
編
纂
会
の
副
本
の
底
本
は
、
臨
時
帝
室
編
修

局
の
副
本
で
あ
る
こ
と
。⑦
そ
の
た
め
謄
写
時
の
誤
り
が
あ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、

な
ど
が
分
か
る
。

　

ま
ず
、①
の
久
邇
宮
家
が
行
っ
た
文
書
整
理
は
重
要
な
の
で
確
認
し
て
お
き
た
い
。

こ
の
文
書
整
理
の
契
機
は
、「
久
邇
親
王
行
実
」
と
し
て
結
実
す
る
同
家
の
朝
彦
親

王
伝
記
編
纂
で
あ
る
。
久
邇
宮
家
で
は
明
治
二
十
六
年
か
ら
朝
彦
親
王
の
明
治
元
年

広
島
配
流
の
冤
罪
証
明
を
目
的
と
す
る
事
蹟
調
査
を
独
自
に
開
始
し
、
併
せ
て
宮
内

省
に
も
働
き
か
け
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
明
治
三
十
二
年
に
故
朝
彦
親
王
殿
下
御
行

実
編
輯
委
員
が
発
足
し
、
宮
内
省
か
ら
編
纂
補
助
費
の
支
給
を
受
け
て
伝
記
編
纂
を

行
い
、
翌
三
十
三
年
六
月
に
「
久
邇
親
王
行
実
」
を
明
治
天
皇
に
奉
呈
し
た
。「
御

（
７
）

（
８
）

（
９
）

（
マ

マ
）

（
10
）



（　 ）　久邇宮家所蔵朝彦親王関係史料の復元（白石）99

手
日
記
」
の
命
名
な
ど
が
行
わ
れ
た
文
書
整
理
と
は
、
こ
の
朝
彦
親
王
の
事
蹟
調
査

時
の
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
文
書
整
理
の
実
態
が
う
か
が
え
る
も
の
と
し
て
、
久
邇
宮
家
所
蔵
史
料
を
記

載
し
た
目
録
四
冊
が
確
認
で
き
て
い
る
。
内
訳
は
①
島
津
家
に
残
さ
れ
た
「
久
邇
宮

御
所
蔵
書
惣
計
目
録
／
外
ニ
細
目
録
添
」、
②
史
談
会
本
の
「
久
邇
宮
家
御
蔵
書
目

録
」、
③
後
述
す
る
「
朝
彦
親
王
行
実
資
料
」
一
に
該
当
す
る
「
目
録　

甲
」、
④
同

じ
く
「
朝
彦
親
王
行
実
資
料
」
二
に
該
当
す
る
「
目
録　

乙
」
と
な
る
。
こ
の
う
ち

久
邇
宮
家
で
作
成
さ
れ
、
同
家
所
蔵
史
料
の
全
体
像
が
詳
細
に
把
握
で
き
る
の
が
③

と
④
で
あ
る
。
①
は
「
御
書
物
類
総
大
目
」
と
し
て
、
史
料
の
大
ま
か
な
内
容
と
員

数
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
登
載
さ
れ
た
史
料
の
範
囲
と
し
て
は
上
記
③
目
録
甲
に
該

当
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
表
題
に
記
さ
れ
て
い
る
「
細
目
録
」
は
確
認
で
き
な
い
。

②
は
、
①
に
加
え
て
「
久
邇
宮
御
所
蔵
書
細
目
録
」
が
合
綴
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が

上
記
①
の
表
題
に
あ
る
「
細
目
録
」
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
内
容
も
③
目
録

甲
と
重
複
し
て
い
る
の
で
、
②
は
、
①
と
③
を
合
綴
し
た
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
。

　

最
も
詳
細
な
③
目
録
甲
の
記
載
を
み
る
と
、
朝
彦
親
王
の
「
御
草
稿
類
」（
二
十

二
件
）、「
粟
田
御
代
御
書
簡
」（
四
十
七
件
）「
相
国
寺
御
代
仝
」（
六
件
）、「
中
川

宮
御
代
仝
」（
百
九
件
）、「
御
返
事
類
其
他
」（
百
十
八
件
）、「
意
見
書
類
其
他
」（
三

十
六
件
）を
列
挙
し
、「
以
上
ハ
国
事
書
類
入
御
箪
笥
ヨ
リ
出
ツ
」と
あ
る
。つ
ま
り
、

朝
彦
親
王
の
書
簡
に
つ
い
て
は
還
俗
前
後
の
時
系
列
で
分
類
し
、
他
は
親
王
の
返
書

や
意
見
書
と
い
う
よ
う
に
同
じ
性
格
の
史
料
ご
と
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分

か
る
。
そ
し
て
、
合
計
三
百
三
十
八
件
の
史
料
が
「
国
事
書
類
入
御
箪
笥
」
と
い
う

箪
笥
に
保
存
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
他
に
は
「
旧
無
印
御
袋
入
御
書
類
」
と
い
う
ま

と
ま
り
が
「
第
一
」
か
ら
「
第
八
」
ま
で
合
計
七
百
八
十
件
列
挙
さ
れ
て
お
り
、
袋

に
保
管
さ
れ
て
い
た
史
料
群
が
あ
っ
た
こ
と
も
判
明
す
る
。

　

史
料
の
保
管
方
法
は
④
目
録
乙
の
記
載
で
も
確
認
で
き
る
。
や
は
り
「
紫
縮
緬
御

包
中
御
書
類
」「
旧
「
反
古
入
」
中
御
書
類
」「
旧
無
袋
御
書
類
」
第
一
～
第
十
な
ど

袋
や
包
み
入
り
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
、
他
に
「
黒
塗
金
菊
御
紋
附
文
箱
中
御
書
類
」

第
一
～
第
六
な
ど
、
箱
に
入
れ
る
方
法
も
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
市
来
四
郎
の
証

言
と
符
合
し
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、
久
邇
宮
家
で
は
朝
彦
親
王
の
史
料
を
あ
る
程
度
時
系
列
ま
た
は
同
性
格

の
史
料
ご
と
に
ま
と
め
、
そ
れ
専
用
の
箪
笥
・
箱
・
袋
に
入
れ
て
管
理
し
て
い
た
こ

と
に
な
る
。

　

次
に
、
久
邇
宮
家
に
よ
る
史
料
整
理
だ
が
、
④
目
録
乙
を
例
に
す
る
と
、「
旧
紫

ち
り
め
ん
御
包
よ
り
出
た
る
御
書
類
」の
詳
細
に
つ
い
て
、史
料
の
日
付
・
記
名
主
・

番
号
・
事
由
欄
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
番
号
（
史
料
件
数
）
は
一
番
か
ら
百
四
十
一

番
ま
で
あ
り
、
事
由
欄
に
そ
れ
ぞ
れ
内
容
摘
要
が
記
載
さ
れ
て
い
る
（【
図
版
①
　

目
録
乙
】）。

　

こ
の
史
料
整
理
が
行
わ
れ
た
具
体
的
時
期
だ
が
、
目
録
①
に
は
「
廿
九
年
十
二
月

調
」
と
明
記
し
て
あ
る
。
①
と
③
を
合
綴
し
た
目
録
②
は
「
謄
写
月
日
」
欄
に
「
三

十
年
二
月
十
二
日
」
と
あ
る
の
で
、
少
な
く
と
も
③
目
録
甲
は
こ
れ
以
前
に
完
成
し

て
い
た
こ
と
に
な
る
。
残
る
④
目
録
乙
だ
が
、
既
述
し
た
「
旧
紫
ち
り
め
ん
御
包
よ

り
出
た
る
御
書
類
」
の
件
名
目
録
に
は
「
明
治
三
十
年
一
月
調
」
と
記
載
さ
れ
て
い

る
。
他
の
史
料
群
に
つ
い
て
も
、「
旧
無
袋
御
書
類
（
第
一
）」
三
十
六
件
に
「
明
治

三
十
年
二
月
十
八
日
調
」、「
黒
塗
金
御
紋
附
文
箱
入
御
書
類
（
第
一
）」
五
件
に
「
明

治
三
十
年
三
月
一
日
調
」
と
記
載
が
あ
る
。
こ
れ
か
ら
考
え
て
、
目
録
乙
に
記
載
さ

れ
た
史
料
群
は
一
部
を
除
き
、
明
治
三
十
年
一
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
目
録
整
理
作

業
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

最
終
的
に
、
目
録
甲
に
は
計
二
一
一
六
件
、
目
録
乙
に
は
計
一
三
六
三
件
の
史
料

が
整
理
登
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
久
邇
宮
家
に
は
合
計
三
四
七
九
件
も
の
明
治
維
新

関
係
の
史
料
群
が
所
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

以
上
か
ら
、
久
邇
宮
家
に
よ
る
史
料
整
理
は
お
お
む
ね
明
治
二
十
九
年
末
頃
か
ら

明
治
三
十
年
三
月
ま
で
の
間
に
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
明
治
三
十
年
は
久
邇
宮

（
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（
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）
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）

（
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）
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）
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）
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家
が
独
自
に
朝
彦
親
王
の
事
蹟
調
査
を
継
続
し
て
い
た
時
期
で
、
宮
内
省
と
の
交
渉

は
難
航
し
つ
つ
も
、
明
治
二
十
九
年
二
月
四
日
に
は
宮
内
大
臣
か
ら
久
邇
宮
家
令
に

宛
て
て
「
故
朝
彦
親
王
殿
下
御
履
歴
、
其
宮
ニ
於
テ
取
調
フ
ヘ
シ
」
と
の
「
口
達
」

が
下
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
口
達
以
後
、
久
邇
宮
家
は
家
令
を
編
纂
主
任
に
充
て
、
編

纂
員
と
編
纂
顧
問
も
置
い
て
い
た
時
期
に
当
た
っ
て
い
る
の
で
、
上
記
久
邇
宮
家
に

お
け
る
史
料
整
理
は
こ
の
作
業
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
と
捉
え
ら
れ
る
。

（
二
）「
御
行
実
編
輯
料
」
の
作
成

　

朝
彦
親
王
関
係
史
料
群
の
整
理
作
業
を
終
え

た
久
邇
宮
家
は
、
次
に
こ
れ
ら
の
中
か
ら
伝
記

編
纂
の
典
拠
と
な
り
得
る
史
料
を
選
択
し
、
内

容
ご
と
の
ま
と
ま
り
も
考
慮
し
つ
つ
筆
写
作
業

を
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
作

成
さ
れ
た
の
が
「
御
行
実
編
輯
料
」
と
題
さ
れ

る
シ
リ
ー
ズ
で
あ
る
。

　

先
述
し
た
目
録
甲
の
史
料
群
を
例
に
す
る

と
、「
国
事
書
類
入
御
箪
笥
」
に
保
管
さ
れ
て

い
た
「
御
草
稿
類
」
か
ら
「
意
見
書
類
其
他
」

ま
で
の
六
つ
の
史
料
群
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
御
行

実
編
輯
料
」
一
～
六
と
し
て
筆
写
採
録
さ
れ
て

い
る
。
他
に
は
異
な
る
史
料
群
か
ら
内
容
の
近

い
史
料
を
併
せ
て
筆
写
し
て
一
冊
に
合
本
し
て

い
る
も
の
も
確
認
で
き
る
。

　

た
だ
し
、
こ
こ
で
留
意
す
べ
き
は
「
御
行
実

編
輯
料
」
に
筆
写
さ
れ
る
際
に
収
録
が
見
送
ら

れ
た
史
料
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
目
録
甲
・
乙
二
冊
に
記
載
さ
れ
た
史
料
番
号

と
照
合
す
る
と
、「
御
行
実
編
輯
料
」
に
は
欠
番
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
複
数
確
認

で
き
る
。
ま
た
、
史
料
件
名
の
み
採
録
さ
れ
た
が
内
容
そ
の
も
の
の
筆
写
が
省
略
さ

れ
た
も
の
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、「
御
行
実
編
輯
料
」
十
六
に
収
録
の
「
十
五
之
袋

　

慶
応
二
丙
寅
年
九
月
朔
閏
十
月
晦
」
の
七
番
の
史
料
は
「
無
用
文
、
略
之
」
と
筆

写
省
略
の
旨
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
目
録
甲
で
は
日
付
・
記
名
主
と
も
に
空

欄
（
不
明
）
で
、
内
容
欄
に
「
昨
夕
御
書
之
処
不
能
即
報
恐
入
候
」
と
挨
拶
文
を
推

測
さ
せ
る
書
出
記
載
が
あ
る
の
で
、「
御
行
実
編
輯
料
」
作
成
時
に
、
朝
彦
親
王
の

（
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）

（
18
）

（
マ
マ
） 図版①　目録乙
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伝
記
編
纂
の
観
点
か
ら
筆
写
す
る
価
値
は
な
い
と
判
断
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
他

に
「
十
一
之
袋　

慶
応
二
年
六
月
」
の
七
番
史
料
は
「
広
沢
富
次
郎
戦
地
親
見
麁
絵

図
／
四
十
八
坂
ノ
戦
、
井
伊
敗
走
ノ
図
ナ
リ
」
と
の
み
あ
り
、
長
州
再
征
時
の
広
島

口
戦
闘
を
描
い
た
絵
図
そ
の
も
の
の
筆
写
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。
会
津
藩
士
を
通
じ

て
朝
彦
親
王
に
戦
闘
状
況
が
伝
達
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
貴
重
な
情
報
で
あ
る
が
、
絵

図
そ
の
も
の
は
必
要
な
い
と
判
断
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
「
御
行
実
編
輯
料
」
シ
リ
ー
ズ
は
、
久
邇
宮
家
所
蔵
原
史
料
群
の
中

か
ら
朝
彦
親
王
の
伝
記
編
纂
に
有
用
と
判
断
さ
れ
た
史
料
や
情
報
を
選
別
し
て
作
成

さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
作
成
時
期
で
あ
る
が
、
同
時
期
に

「
孝
明
天
皇
紀
」
の
編
修
を
進
め
て
い
た
宮
内
省
先
帝
御
事
蹟
取
調
掛
は
、
文
久
二

年
の
朝
彦
親
王
日
記
を
久
邇
宮
家
か
ら
筆
写
し
て
い
る
が
、
そ
の
奥
書
に
「
明
治
三

十
三
年
八
月
以
久
邇
宮
御
蔵
本
御
行
実
資
料

第
七
十
壹
冊
写
之
了
」
と
記
載
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
親

王
の
当
該
日
記
は
原
本
で
は
な
く
「
御
行
実
編
輯
料
」
七
十
一
か
ら
筆
写
し
た
こ
と

を
示
し
て
お
り
、
こ
の
時
期
に
「
御
行
実
編
輯
料
」
シ
リ
ー
ズ
は
完
成
し
て
い
た
可

能
性
が
高
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
明
治
三
十
三
年
八
月
と
い
え
ば
、「
久
邇
親
王

行
実
」が
明
治
天
皇
に
奉
呈
さ
れ
た
二
ヶ
月
後
に
該
当
す
る
の
で
、「
御
行
実
編
輯
料
」

シ
リ
ー
ズ
は
「
久
邇
親
王
行
実
」
完
成
ま
で
の
間
に
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
、
久
邇
宮
家
に
は
三
千
件
を
超
え
る
明
治
維
新
関
係
史
料
が
所
蔵
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
判
明
し
た
。
し
か
し
、
日
本
史
籍
協
会
叢
書
『
朝
彦
親
王
日
記
』
緒
言
に

よ
れ
ば
、
久
邇
宮
家
で
所
蔵
さ
れ
て
い
た
原
史
料
は
火
災
で
失
わ
れ
た
と
あ
る
。
実

際
、
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
十
二
月
十
八
日
に
東
京
の
久
邇
宮
邸
内
西
洋
館
一
棟

が
焼
失
す
る
火
災
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
時
、
朝
彦
親
王
の

日
記
原
本
を
始
め
、
明
治
維
新
関
係
の
原
史
料
群
も
焼
失
し
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の

結
果
、
臨
時
帝
室
編
修
局
と
維
新
史
料
編
纂
会
の
両
機
関
の
み
に
所
蔵
さ
れ
る
副
本

類
が
、
貴
重
な
情
報
を
提
供
す
る
史
料
群
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

次
章
で
は
、
両
組
織
が
所
蔵
す
る
久
邇
宮
家
所
蔵
史
料
の
副
本
類
に
つ
い
て
分
析

を
進
め
る
。二

、
久
邇
宮
家
所
蔵
朝
彦
親
王
関
係
史
料
を
め
ぐ
る
臨
時
帝
室
編
修
局
と

維
新
史
料
編
纂
会

（
一
）
臨
時
帝
室
編
修
局
と
維
新
史
料
編
纂
会
の
協
定

　

臨
時
帝
室
編
修
局
と
維
新
史
料
編
纂
会
が
取
り
扱
う
業
務
範
囲
の
う
ち
、
明
治
天

皇
が
誕
生
し
た
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
九
月
か
ら
廃
藩
置
県
の
明
治
四
年
（
一
八

七
一
）
七
月
ま
で
が
重
複
し
て
お
り
、
業
務
遂
行
上
、
双
方
で
協
定
が
結
ば
れ
て
い

た
こ
と
は
先
行
研
究
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
大
正
六
年
十
月
二
十

三
日
付
で
結
ば
れ
た
、
収
集
史
料
に
つ
い
て
の
協
定
の
み
掲
げ
て
お
く
。

　
　
　
　
　

覚

　
　

�

一
、
史
料
蒐
集
ノ
便
宜
ヲ
計
リ
、
又
ハ
意
見
ヲ
交
換
ス
ル
為
ニ
、
時
々
両
局
編

纂
員
ノ
会
合
ヲ
開
ク
コ
ト
、

　
　

一
、
両
局
ノ
材
料
中
、
必
要
ナ
ル
モ
ノ
ハ
互
ニ
融
通
ス
ル
コ
ト
、

　
　

�

一
、
両
局
ニ
於
テ
新
ニ
採
集
、
若
ハ
発
見
シ
タ
ル
材
料
中
、
互
ニ
必
要
ト
認
メ

タ
ル
モ
ノ
ハ
、
他
ノ
一
方
ニ
通
知
ス
ル
コ
ト
、
但
シ
、
両
局
ノ
関
係
年
間
以
外

ニ
亘
リ
テ
モ
、
便
宜
本
文
ノ
方
法
ヲ
ト
ル
コ
ト
、

　
　

一
、
史
料
ノ
稿
本
ハ
互
ニ
閲
覧
セ
シ
ム
ル
コ
ト
、

　
　

一
、
前
条
事
項
ノ
庶
務
ヲ
処
理
ス
ル
為
ニ
、
両
局
ニ
嘱
託
員
数
名
ヲ
置
ク
コ
ト
、

　

こ
こ
か
ら
、
臨
時
帝
室
編
修
局
と
維
新
史
料
編
纂
会
と
で
は
相
互
に
必
要
な
史
料

等
を
融
通
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
は
既
収
集
史
料
に

限
る
も
の
で
は
な
く
、
新
規
に
発
見
収
集
し
た
史
料
が
双
方
に
と
っ
て
必
要
と
思
わ

れ
る
場
合
も
、
そ
の
こ
と
を
相
互
に
通
知
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
現
在
宮

内
庁
書
陵
部
宮
内
公
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
臨
時
帝
室
編
修
局
の
公
文
書
「
明
治
天

皇
紀
編
修
録
」
シ
リ
ー
ズ
に
は
、
維
新
史
料
編
纂
会
か
ら
史
料
を
借
用
し
た
記
録
が

多
く
残
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
協
定
が
機
能
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（
会
津
藩
士
）
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た
だ
し
、
こ
こ
で
留
意
す
べ
き
は
、
収
集
史
料
を
相
互
に
融
通
す
る
際
に
原
所
蔵

者
の
許
可
が
必
要
か
否
か
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
記
載
が
な

い
以
上
、
原
所
蔵
者
の
許
可
を
求
め
る
必
要
を
認
め
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ざ
る
を

え
な
い
だ
ろ
う
。

（
二
）
臨
時
帝
室
編
修
局
が
借
用
し
た
久
邇
宮
家
所
蔵
史
料

　

収
集
史
料
の
相
互
融
通
を
協
定
し
て
い
た
臨
時
帝
室
編
修
局
と
維
新
史
料
編
纂
会

は
、
久
邇
宮
家
が
所
蔵
す
る
史
料
を
ど
の
よ
う
に
使
用
し
て
い
た
の
か
。
こ
れ
を
宮

内
省
の
公
文
書
で
確
認
で
き
た
範
囲
で
ま
と
め
た
の
が
【
表
①　

朝
彦
親
王
関
係
史

料
を
め
ぐ
る
臨
時
帝
室
編
修
局
と
維
新
史
料
編
纂
会
の
相
互
貸
借
】
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
臨
時
帝
室
編
修
局
が
久
邇
宮
家
所
蔵
の
朝
彦
親
王
関
係
史
料
に

つ
い
て
最
初
に
情
報
を
得
た
の
は
、
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
一
月
十
日
付
に
て
維

新
史
料
編
纂
会
か
ら「
久
邇
宮
家
御
蔵
書
目
録
」を
借
用
し
た
事
例
で
あ
る（【
表
①
】

連
番
１
）。
こ
の
目
録
の
内
容
は
不
明
だ
が
、
書
名
が
第
一
章
第
一
節
で
述
べ
た
四

冊
の
目
録
の
う
ち
、
②
史
談
会
本
「
久
邇
宮
家
御
蔵
書
目
録
」
と
同
一
で
あ
る
。
同

じ
目
録
ま
た
は
同
内
容
の
目
録
と
仮
定
す
る
な
ら
ば
、
久
邇
宮
家
作
成
の
目
録
甲
に

該
当
す
る
の
で
、同
家
所
蔵
史
料
の
ほ
ぼ
半
分
の
内
容
を
把
握
で
き
た
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
後
、
臨
時
帝
室
編
修
局
は
五
月
に
久
邇
宮
家
に
局
員
を
参
邸
さ
せ
て
協
議
さ

せ
（【
表
①
】
連
番
２
）、
三
日
後
に
久
邇
宮
家
か
ら
送
致
さ
れ
た
所
蔵
史
料
リ
ス
ト

を
受
領
し
て
い
る
（【
表
①
】
連
番
３
）。
そ
し
て
、
翌
八
年
三
月
十
一
日
付
の
借
用

書
を
発
行
し
、
久
邇
宮
家
か
ら
提
示
さ
れ
た
所
蔵
史
料
の
借
用
手
続
き
を
す
ま
せ
て

い
る
（【
表
①
】
連
番
４
）。
こ
の
借
用
史
料
の
返
却
手
続
き
を
完
了
さ
せ
た
の
が
、

「
明
治
天
皇
紀
」
編
修
終
了
後
の
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
四
月
二
十
五
日
付
で
あ

る
こ
と
か
ら
（【
表
①
】
連
番
14
）、
臨
時
帝
室
編
修
局
は
久
邇
宮
家
か
ら
約
十
六
年

間
史
料
を
借
用
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
そ
の
間
臨
時
帝
室
編

修
局
と
維
新
史
料
編
纂
会
と
の
間
で
は
史
料
の
相
互
貸
借
が
繰
り
返
さ
れ
る
の
だ

が
、
臨
時
帝
室
編
修
局
が
久
邇
宮
家
に
最
初
に
接
触
す
る
契
機
と
な
っ
た
の
が
、
維

新
史
料
編
纂
会
か
ら
の
目
録
借
用
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
両
組
織
間
に
お

け
る
史
料
融
通
の
象
徴
的
な
事
例
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

次
に
、
臨
時
帝
室
編
修
局
が
久
邇
宮
家
か
ら
借
用
し
た
史
料
の
内
訳
を
示
し
た
の

が
【
表
②　

大
正
八
年
三
月
十
一
日
付
借
用
史
料
一
覧
】
で
あ
る
。
合
計
百
十
四
冊

で
、
こ
れ
ら
は
前
年
に
久
邇
宮
家
が
提
示
し
た
所
蔵
史
料
リ
ス
ト
と
内
容
・
冊
数
が

合
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
臨
時
帝
室
編
修
局
は
久
邇
宮
家
が
示
し
た
史
料
群
を
全

て
借
用
し
た
と
判
断
で
き
る
。

　

こ
の
借
用
史
料
群
を
区
分
す
る
と
、
①
「
御
行
実
編
輯
料
」
シ
リ
ー
ズ
（【
表
②
】

連
番
１
～
４
）、
②
「
久
邇
親
王
行
実
」
の
草
稿
類
（【
表
②
】
連
番
５
～
８
）、
③

そ
の
他
（【
表
②
】
連
番
９
～
11
）
の
三
群
構
成
と
な
る
。
こ
の
な
か
で
も
中
心
と

な
る
の
が
①
「
御
行
実
編
輯
料
」
シ
リ
ー
ズ
で
、
特
に
「
御
手
記
」
十
七
冊
と
「
御

草
稿
類
」
七
十
八
冊
が
核
に
な
っ
て
い
る
。
朝
彦
親
王
当
人
の
日
記
に
加
え
、
親
王

の
意
見
書
・
書
簡
・
来
簡
な
ど
幕
末
期
の
朝
廷
上
層
部
の
意
向
が
記
録
さ
れ
た
情
報

量
の
多
い
史
料
群
で
あ
る
。

　

②
「
久
邇
親
王
行
実
」
の
草
稿
類
合
計
十
冊
は
、
初
稿
か
ら
第
九
稿
（
最
終
稿
に

該
当
）
が
残
さ
れ
て
お
り
、
久
邇
宮
家
に
よ
る
執
筆
内
容
の
変
遷
が
分
か
る
好
個
の

史
料
で
あ
る
。

　

③
そ
の
他
は
、
お
も
に
「
久
邇
親
王
行
実
」
編
纂
終
了
後
に
、
新
た
に
久
邇
宮
家

で
発
見
な
い
し
作
成
さ
れ
た
史
料
で
、「
御
行
実
編
輯
料
」
シ
リ
ー
ズ
に
組
み
込
ま

れ
て
い
な
い
の
も
そ
れ
が
原
因
と
思
わ
れ
る
。

（
三
）
臨
時
帝
室
編
修
局
と
維
新
史
料
編
纂
会
の
相
互
貸
借

　

臨
時
帝
室
編
修
局
が
久
邇
宮
家
か
ら
上
記
史
料
群
を
借
用
し
た
後
、
維
新
史
料
編

纂
会
は
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
利
用
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
常
識
的
に
考
え
れ
ば
、

維
新
史
料
編
纂
会
が
臨
時
帝
室
編
修
局
か
ら
史
料
借
用
し
た
事
例
が
確
認
で
き
る
は

（
マ
マ
）

（
23
）

（
24
）
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ず
な
の
だ
が
、
前
掲
【
表
①
】
で
確
認
す
る
と
む
し
ろ
逆
で
、
臨
時
帝
室
編
修
局
が

維
新
史
料
編
纂
会
か
ら
久
邇
宮
家
所
蔵
史
料
を
借
用
し
て
い
る
事
例
が
最
初
に
確
認

で
き
て
し
ま
う
（【
表
①
】
連
番
５
・
６
）。
大
正
九
年
七
月
三
日
と
五
日
に
「
御
行

実
編
輯
料　

御
手
記
」
十
七
冊
、「
御
行
実
編
輯
料　

御
草
稿
類
」
七
十
八
冊
、「
久

邇
親
王
行
実
」
十
冊
、「
久
邇
宮
御
履
歴
書
」
一
冊
、「
御
行
実
編
輯
料　

目
録
」
二

冊
を
臨
時
帝
室
編
修
局
が
維
新
史
料
編
纂
会
か
ら
借
用
し
て
い
る
事
例
が
そ
れ
で
あ

る
（
目
録
二
冊
の
借
用
が
三
日
と
五
日
で
重
複
し
て
い
る
が
詳
細
不
明
）。

　

借
用
書
の
「
所
有
者
」
欄
に
は
「
維
新
史
料
編
纂
事
務
局
」
の
印
が
押
し
て
あ
る

の
で
、
少
な
く
と
も
こ
の
時
点
で
「
御
行
実
編
輯
料
」
以
下
の
史
料
群
を
保
有
し
て

い
た
の
が
維
新
史
料
編
纂
会
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
ま
た
、
こ
れ
ら
が
「（
久

邇
宮
家
所
蔵
）」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
や
り
取
り
さ
れ
て
い
る
史
料
群

は
久
邇
宮
家
か
ら
提
供
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
臨
時
帝
室
編
修
局
や
維
新
史
料
編
纂

会
が
筆
写
し
た
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
来
な
ら
臨
時
帝
室
編
修
局
が
久
邇
宮
家
か
ら
史
料
を
「
借
用
」
し
た
大
正
八
年

三
月
十
一
日
以
降
の
ど
こ
か
の
段
階
で
、
維
新
史
料
編
纂
会
が
臨
時
帝
室
編
修
局
か

ら
久
邇
宮
家
所
蔵
史
料
を
借
用
し
た
事
例
が
存
在
す
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
管

見
の
限
り
宮
内
省
側
の
公
文
書
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。
こ
こ
か
ら
想
定

で
き
る
こ
と
は
二
点
あ
り
、
一
つ
は
久
邇
宮
家
か
ら
最
初
に
史
料
借
用
し
て
い
た
の
は

維
新
史
料
編
纂
会
で
、
臨
時
帝
室
編
修
局
は
維
新
史
料
編
纂
会
が
保
有
す
る
史
料
を

借
り
て
利
用
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
臨
時
帝
室
編
修
局
が
久
邇
宮
家
と
交
わ
し
た
借

用
手
続
き
は
書
類
上
の
も
の
に
す
ぎ
な
い
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
二
つ
は
、
維
新
史
料
編
纂

会
が
臨
時
帝
室
編
修
局
か
ら
最
初
に
史
料
借
用
し
た
書
類
が
見
当
た
ら
な
い
だ
け
で
、

久
邇
宮
家
か
ら
所
蔵
史
料
を
借
用
し
た
主
体
は
臨
時
帝
室
編
修
局
と
す
る
ケ
ー
ス
で

あ
る
。

　

一
点
目
に
つ
い
て
だ
が
、
次
の
事
例
か
ら
臨
時
帝
室
編
修
局
が
久
邇
宮
家
所
蔵
史

料
を
借
用
し
た
主
体
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
臨
時

帝
室
編
修
局
が
維
新
史
料
編
纂
会
か
ら
史
料
を
借
用
し
た
三
日
後
の
七
月
八
日
、
維

新
史
料
編
纂
会
に
「
久
邇
親
王
行
実
」
十
冊
、「
御
行
実
編
輯
料　

御
草
稿
類
」
七

十
八
冊
、「
御
行
実
編
輯
料　

目
録　

甲
乙
」
二
冊
を
返
却
し
て
い
る
が
（【
表
①
】

連
番
７
）、
そ
の
後
「
久
邇
親
王
行
実
」
十
冊
が
必
要
に
な
っ
た
た
め
、
同
年
十
一

月
二
十
五
日
に
維
新
史
料
編
纂
会
か
ら
「
一
時
回
収
」
し
た
と
表
記
し
て
い
る
の
で

あ
る
（【
表
①
】
連
番
８
）。
約
一
ヶ
月
後
に
調
査
を
終
了
し
た
後
、
維
新
史
料
編
纂

会
に
再
び
史
料
を
戻
し
て
い
る
が
、
そ
の
際
も
「
再
貸
与
」
と
表
記
し
て
い
る
（【
表

①
】
連
番
９
）。
こ
の
史
料
は
翌
年
一
月
に
も
臨
時
帝
室
編
修
局
と
維
新
史
料
編
纂

会
間
で
貸
借
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
際
も
臨
時
帝
室
編
修
局
か
ら
維
新
史
料
編

纂
会
に
「
再
貸
与
」
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
（【
表
①
】
連
番
10
・
11
）。
こ
れ
ら
の

こ
と
か
ら
、
あ
く
ま
で
久
邇
宮
家
か
ら
史
料
を
借
用
し
て
い
た
の
は
臨
時
帝
室
編
修

局
で
あ
り
、
維
新
史
料
編
纂
会
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

　

そ
う
す
る
と
、
や
は
り
最
初
に
臨
時
帝
室
編
修
局
が
維
新
史
料
編
纂
会
か
ら
史
料

を
「
借
用
」
し
た
大
正
九
年
七
月
以
前
の
段
階
で
、
維
新
史
料
編
纂
会
が
臨
時
帝
室

編
修
局
か
ら
久
邇
宮
家
所
蔵
史
料
を
借
用
し
た
事
例
が
存
在
す
る
は
ず
だ
が
、
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。
こ
の
点
は
維
新
史
料
編
纂
会
側
の
関
連
史
料
が
見
出

さ
れ
れ
ば
詳
細
が
判
明
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
本
稿
で
は

あ
く
ま
で
臨
時
帝
室
編
修
局
が
久
邇
宮
家
所
蔵
史
料
の
借
用
主
体
で
あ
り
、
維
新
史

料
編
纂
会
は
臨
時
帝
室
編
修
局
か
ら
史
料
を
融
通
さ
れ
て
い
た
と
す
る
立
場
で
論
を

進
め
て
い
く
。

（
四
）
原
所
蔵
者
で
あ
る
久
邇
宮
家
の
立
場

　
（
一
）
で
述
べ
た
よ
う
に
、
臨
時
帝
室
編
修
局
と
維
新
史
料
編
纂
会
の
協
定
で
は

史
料
の
原
所
蔵
者
の
立
場
に
つ
い
て
言
及
が
な
か
っ
た
。
こ
の
点
を
両
組
織
間
の
史

料
相
互
貸
借
事
例
か
ら
確
認
し
て
み
た
い
。

　

史
料
の
原
所
蔵
者
で
あ
る
久
邇
宮
家
の
関
与
が
確
認
で
き
る
事
例
は
、
大
正
十
四
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年
（
一
九
二
五
）
三
月
三
十
日
付
で
久
邇
宮
附
宮
内
事
務
官
が
臨
時
帝
室
編
修
局
に

宛
て
た
許
可
書
で
あ
る
（【
表
①
】
連
番
12
）。

　
　

�

予
テ
貸
下
ノ
故
朝
彦
親
王
御
行
実
編
輯
料
中
、
御
手
日
記
拾
七
部
ヲ
維
新
史
料

編
纂
局
ヨ
リ
其
主
催
ニ
係
ル
維
新
史
料
展
覧
会
ニ
出
品
致
度
旨
ヲ
以
テ
拝
借
願

出
、
御
聴
済
相
成
候
ニ
付
、
同
会
ヘ
一
時
御
交
付
方
可
然
御
取
計
相
成
度
、

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
久
邇
宮
家
か
ら
臨
時
帝
室
編
修
局
に
「
予
テ
貸
下
」
げ
中
の
御

行
実
編
輯
料
の
う
ち
、「
御
手
日
記
」
十
七
冊
を
維
新
史
料
編
纂
会
主
催
の
展
覧
会

に
出
品
し
た
い
と
同
会
よ
り
拝
借
願
い
が
あ
っ
た
。
久
邇
宮
家
は
こ
の
要
望
を
許
可

し
、
臨
時
帝
室
編
修
局
に
対
し
て
当
該
史
料
を
維
新
史
料
編
纂
会
に
「
一
時
御
交
付
」

す
る
よ
う
指
示
を
出
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
実
際
に
当
該
史
料
は
翌
三
十
一
日
に
臨

時
帝
室
編
修
局
に
来
局
し
た
維
新
史
料
編
纂
官
藤
井
甚
太
郎
に
「
手
交
貸
出
」
さ
れ
、

四
月
八
日
に
再
度
来
局
し
た
同
人
よ
り
返
却
さ
れ
て
い
る
（【
表
①
】
連
番
12
・
13
）。

こ
れ
は
同
年
四
月
三
日
か
ら
五
日
を
会
期
に
開
催
さ
れ
た
維
新
史
料
の
展
覧
会
の
こ

と
で
、
確
か
に
出
品
目
録
で
「
久
邇
宮
家
御
襲
蔵
」
の
「
朝
彦
親
王
御
日
記
写
」（
元

治
元
年
七
月
～
明
治
十
五
年
正
月
）
の
出
陳
が
確
認
で
き
る
。

　

こ
れ
は
維
新
史
料
編
纂
会
が
臨
時
帝
室
編
修
局
か
ら
久
邇
宮
家
の
史
料
を
借
用
す

る
に
際
し
、
原
所
蔵
者
で
あ
る
久
邇
宮
家
に
許
可
を
求
め
た
唯
一
の
事
例
で
あ
る
。

こ
れ
以
前
に
臨
時
帝
室
編
修
局
と
維
新
史
料
編
纂
会
の
二
者
の
み
で
の
史
料
貸
借
が

行
わ
れ
た
場
合
、
久
邇
宮
家
に
許
可
を
求
め
た
事
例
は
確
認
で
き
な
い
。

　

こ
の
違
い
は
史
料
展
覧
会
の
展
示
史
料
が
第
三
者
の
目
に
触
れ
る
も
の
で
あ
っ
た

こ
と
に
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
原
所
蔵
者
が
関
与
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
貸

与
史
料
が
勝
手
に
展
示
さ
れ
て
い
れ
ば
問
題
を
惹
起
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ

う
。
換
言
す
れ
ば
、
第
三
者
の
目
に
触
れ
る
こ
と
が
な
い
限
り
、
原
所
蔵
者
に
許
可

を
求
め
る
必
要
は
な
い
と
判
断
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
宮
内
省
と
文
部
省
間
の

み
で
行
わ
れ
る
相
互
貸
借
は
、
当
時
そ
れ
だ
け
秘
密
性
の
高
い
行
為
だ
っ
た
こ
と
を

意
味
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
日
本
史
籍
協
会
叢
書
『
朝

彦
親
王
日
記
』
の
底
本
が
、
緒
言
の
記
す
と
お
り
臨
帝
本
だ
っ
た
の
か
ど
う
か
に
関

わ
っ
て
く
る
問
題
で
も
あ
る
。
次
章
で
分
析
し
て
み
た
い
。

三
、
臨
帝
本
と
維
新
史
料
引
継
本
の
対
応
関
係

　

臨
時
帝
室
編
修
局
が
久
邇
宮
家
か
ら
借
用
し
た
朝
彦
親
王
関
係
史
料
は
全
百
十
四

冊
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
臨
時
帝
室
編
修
局
と
維
新
史
料
編
纂
会
は
ど
れ
ぐ
ら
い
の

副
本
を
作
成
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
対
応
関
係
を
ま
と
め
た
の
が
【
表
③　

臨
帝

本
と
維
新
史
料
引
継
本
の
対
応
関
係
】
で
あ
る
。

（
一
）�「
御
行
実
編
輯
料
」
シ
リ
ー
ズ
（【
表
③
】
連
番
１
～
100
）

　

臨
時
帝
室
編
修
局
は
、
久
邇
宮
家
が
所
蔵
す
る
原
史
料
群
の
構
造
・
内
容
が
把
握

で
き
る
目
録
二
冊
、
朝
彦
親
王
の
日
記
「
御
手
日
記
」
十
七
冊
、「
文
久
二
、
三
年

御
草
稿
類
」
を
始
め
と
す
る
狭
義
の
「
御
行
実
編
輯
料
」
七
十
八
冊
全
て
の
副
本
を

作
成
し
て
い
る
（「
御
行
実
編
輯
料
」
四
十
と
四
十
三
の
二
冊
は
重
複
作
成
）。

　

こ
れ
に
対
し
、
維
新
史
料
編
纂
会
は
目
録
二
冊
は
筆
写
し
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、

朝
彦
親
王
日
記
（「
御
手
日
記
」）
に
つ
い
て
は
、
幕
末
期
の
日
記
は
全
て
副
本
作
成

し
て
い
る
が
、
明
治
期
（
明
治
五
年
～
十
四
年
）
の
日
記
十
冊
は
筆
写
し
て
い
な
い
。

こ
れ
は
維
新
史
料
編
纂
会
の
編
纂
範
囲
が
明
治
四
年
七
月
の
廃
藩
置
県
ま
で
だ
っ
た

こ
と
が
関
係
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
維
新
史
料
編
纂
会
に
と
っ
て
、
廃
藩
置
県
以
後
に

該
当
す
る
朝
彦
親
王
日
記
は
必
要
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

次
に
狭
義
の
「
御
行
実
編
輯
料
」
だ
が
、
全
七
十
八
冊
の
う
ち
、
維
新
史
料
編
纂

会
が
筆
写
し
た
の
は
三
十
八
冊
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
東
京
大
学
史
料

編
纂
所
所
蔵
の
「
御
行
実
編
輯
料
」
三
十
八
冊
の
外
題
か
ら
巻
番
号
を
確
認
す
る
と
、

「
御
行
実
編
輯
料
」
十
四
、
同
二
十
九
、
同
三
十
三
、
同
三
十
八
、
同
四
十
～
四
十

三
が
欠
番
に
な
っ
て
お
り
、
同
四
十
五
か
ら
最
終
巻
七
十
八
に
か
け
て
は
、
わ
ず
か

一
冊
（「
御
行
実
編
輯
料
」
七
十
一
）
し
か
筆
写
さ
れ
て
い
な
い
。

（
25
）

（
26
）
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副
本
が
作
成
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
内
容
を
確
認
す
る
と
、
風
聞
書
や
履
歴
書
の

よ
う
な
他
の
史
料
で
代
用
可
能
な
も
の
や
、
明
治
二
十
年
代
の
熱
田
神
宮
改
造
問
題

な
ど
明
治
維
新
と
は
関
係
の
な
い
も
の
が
該
当
す
る
。「
御
行
実
編
輯
料
」
四
十
五

以
降
は
一
冊
（
文
久
二
年
の
朝
彦
親
王
日
記
）
し
か
副
本
作
成
さ
れ
て
い
な
い
が
、

こ
れ
も
大
部
分
が
久
邇
宮
家
に
伝
達
さ
れ
た
朝
廷
の
達
類
の
た
め
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
性

が
低
い
こ
と
か
ら
副
本
の
必
要
性
は
な
い
と
判
断
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
換
言
す
れ

ば
、
維
新
史
料
編
纂
会
の
副
本
三
十
八
冊
は
、
朝
彦
親
王
の
活
動
の
最
も
顕
著
な
時

期
の
情
報
を
含
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

大
正
九
年
段
階
で
臨
時
帝
室
編
修
局
と
維
新
史
料
編
纂
会
の
間
で
や
り
取
り
さ
れ

た
史
料
群
が
久
邇
宮
家
所
蔵
本
だ
っ
た
こ
と
は
既
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
。「
大
日

本
維
新
史
料
稿
本
」
に
採
録
さ
れ
た
「
朝
彦
親
王
日
記
」
を
確

認
す
る
と
、「
史
料
登
録
用
紙
乙
」
の
備
考
欄
に
「
久
邇
宮
家

所
蔵
／
御
行
実
編
輯
料
御
手
日
記
二
所
載
」
と
あ
り
、
続
け
て

「「
原
本
」
／
「
校
定
済
」」
の
印
が
押
さ
れ
て
い
る
の
が
確
認

で
き
る
。
ま
た
、
臨
帝
本
の
「
御
手
日
記
」
五
で
は
「
御
行
実

編
輯
料
」
と
い
う
原
表
紙
の
筆
写
が
省
略
さ
れ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
維
新
史
料
引
継
本
で
は
「
御
行
実
編
輯
料　

御
手

日
記　

五
」
と
筆
写
さ
れ
て
い
る
（【
図
版
②　

維
新
史
料
引

継
本
「
御
手
日
記
」
五
の
表
紙
】）。
維
新
史
料
編
纂
会
が
借
用

し
た
「
御
行
実
編
輯
料
」
は
久
邇
宮
家
所
蔵
本
だ
っ
た
こ
と
は

間
違
い
な
い
。

　

こ
れ
か
ら
判
断
す
る
と
、
維
新
史
料
引
継
本
の
底
本
は
臨
帝

本
で
は
な
く
久
邇
宮
家
所
蔵
本
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
維
新

史
料
引
継
本
の
「
御
手
日
記
」
を
臨
帝
本
の
副
本
と
す
る
日
本

史
籍
協
会
叢
書
『
朝
彦
親
王
日
記
』
緒
言
は
、
不
正
確
な
説
明

を
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

（
二
）�「
久
邇
親
王
行
実
」
の
草
稿
類
（【
表
③
】
連
番
101
～
110
）

　

臨
時
帝
室
編
修
局
は
「
初
稿
」
か
ら
「
第
九
稿
」
ま
で
全
十
冊
の
副
本
を
作
成
し

て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
維
新
史
料
編
纂
会
は
「
第
一
稿
」
と
「
第
九
稿
」
の
二
冊

の
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
初
期
の
草
稿
と
最
終
稿
が
内
容
上
の
差
異
が
最
も
大
き
い
こ

と
か
ら
、
端
的
に
比
較
で
き
る
こ
の
二
冊
に
絞
っ
た
結
果
と
考
え
ら
れ
る
。
最
初
期

の
草
稿
は
「
初
稿
」
だ
が
、
記
載
内
容
が
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
ま
で
で
、
明
治

期
を
含
ま
な
い
不
十
分
な
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
記
載
内
容
を
吟
味
し

た
う
え
で
「
初
稿
」
の
筆
写
は
見
送
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

臨
時
帝
室
編
修
局
に
と
っ
て
は
記
載
内
容
の
変
遷
を
把
握
す
る
た
め
全
草
稿
が
必

要
と
さ
れ
た
の
に
対
し
、
維
新
史
料
編
纂
会
は
最
初
と
最
後
の
差
異
が
判
断
で
き
れ

（
27
）

（
28
）

（
29
）

（
30
）

（
31
）

図版②　維新史料引継本「御手日記」五の表紙
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ば
十
分
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
三
）
そ
の
他
（【
表
③
】
連
番
111
～
116
）

　

臨
時
帝
室
編
修
局
と
維
新
史
料
編
纂
会
の
対
応
が
正
反
対
に
な
っ
て
い
る
の
が
こ

れ
ら
の
史
料
群
で
あ
る
。
上
記
（
一
）（
二
）
の
史
料
（【
表
③
】
連
番
１
～
110
）
は

全
て
副
本
作
成
し
て
い
た
臨
時
帝
室
編
修
局
だ
が
、
こ
れ
以
外
の
史
料
六
冊
に
つ
い

て
は
全
く
筆
写
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

他
方
、
上
記
（
一
）（
二
）
で
は
必
要
な
も
の
の
み
副
本
作
成
し
て
い
た
維
新
史

料
編
纂
会
が
、
こ
こ
で
は
六
冊
全
点
副
本
を
作
成
し
て
い
る
。

　

臨
時
帝
室
編
修
局
が
副
本
作
成
し
な
か
っ
た
理
由
は
推
測
せ
ざ
る
を
え
な
い
が
、

「
孝
明
天
皇
宸
翰
写
」
甲
・
乙
の
二
冊
に
つ
い
て
み
る
と
、
一
冊
目
の
冒
頭
に
「
近

衛
家
所
蔵
／
孝
明
天
皇
宸
翰
真
写
甲
之
部　

自
第
一
号
／
至
第
六
十
八
号
之
中
／
当

宮
ニ
関
ス
ル
分
抜
抄
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
近
衛
家
が
所
蔵
す
る
孝

明
天
皇
宸
翰
の
な
か
か
ら
、
久
邇
宮
家
に
関
係
す
る
も
の
の
み
を
抄
録
し
た
も
の
で

あ
る
。
近
衛
家
所
蔵
孝
明
天
皇
宸
翰
に
つ
い
て
は
、
臨
時
帝
室
編
修
局
は
別
途
副

本
を
作
成
し
て
お
り
、
ま
た
、
こ
れ
よ
り
先
に
「
孝
明
天
皇
紀
」
を
編
修
し
た
先
帝

御
事
蹟
取
調
掛
も
近
衛
家
所
蔵
の
孝
明
天
皇
宸
翰
は
筆
写
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
臨

時
帝
室
編
修
局
は
久
邇
宮
家
所
蔵
の
「
孝
明
天
皇
宸
翰
写
」
二
冊
に
採
録
さ
れ
た
以

上
の
情
報
を
得
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
副
本
作
成
を
見
送
っ
た
理
由
も
そ
の
あ
た

り
に
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
れ
は
「
従
文
久
二
年
冬
／
至
文
久
三
年
春　

国
事
御
書
類
」
天
・
地
・
人
の
三

冊
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
朝
彦
親
王
へ
の
来
簡
を
多
く
含
む
史
料
で
あ
る
が
、

こ
れ
も
先
帝
御
事
蹟
取
調
掛
が
抄
録
を
作
成
し
て
い
た
。
同
掛
の
収
集
史
料
は
明
治

四
十
四
年
十
二
月
に
宮
内
省
侍
従
職
か
ら
図
書
寮
に
引
き
渡
さ
れ
て
お
り
、
臨
時
帝

室
編
修
局
が
利
用
可
能
な
条
件
下
に
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
抄
録
と
は
い
え
、
臨

時
帝
室
編
修
局
の
業
務
に
は
十
分
な
情
報
量
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

（
四
）
臨
時
帝
室
編
修
局
と
維
新
史
料
編
纂
会
の
筆
写
時
期

　

臨
時
帝
室
編
修
局
と
維
新
史
料
編
纂
会
が
相
互
に
史
料
貸
借
す
る
な
か
で
、
久
邇

宮
家
所
蔵
朝
彦
親
王
関
係
史
料
の
副
本
作
成
が
行
わ
れ
た
時
期
を
【
表
③
】
か
ら
確

認
し
て
お
く
。

　

ま
ず
臨
時
帝
室
編
修
局
だ
が
、
臨
帝
本
に
は
表
紙
見
返
し
に
史
料
原
本
（
底
本
）

の
出
所
情
報
を
記
載
す
る
欄
が
あ
る
。
特
に
副
本
を
作
成
す
る
際
に
謄
写
を
担
当
し

た
職
員
名
や
校
正
担
当
者
名
を
記
載
す
る
な
ど
、
筆
写
時
の
誤
り
を
防
ぐ
た
め
の
ダ

ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
に
留
意
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
（【
図
版
③　

臨
帝
本
の
出
所
情

報
欄
】）。
た
だ
し
、「
御
行
実
編
輯
料
」
シ
リ
ー
ズ
の
副
本
作
成
時
期
に
つ
い
て
は
、

採
集
年
月
欄
が
未
記
載
の
簿
冊
が
多
く
、
判
明
す
る
の
は
大
正
十
四
年
二
月
・
四

月
・
五
月
に
か
け
て
の
十
五
冊
の
み
で
あ
る
。
他
の
簿
冊
も
そ
の
前
後
に
筆
写
さ
れ

た
可
能
性
は
高
い
と
思
わ
れ
る
。

　

む
し
ろ
、
臨
時
帝
室
編
修
局
の
判
断
で
重
要
な
の
は
、
借
用
史
料
の
原
題
を
変
更

（
32
）

（
33
）

（
34
）

（
35
）

（
36
）

図版③　臨帝本の出所情報欄
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し
た
こ
と
で
あ
る
。
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
四
月
二
十
日
の
編
修
会
議
に
お
い
て
、

臨
時
帝
室
編
修
官
長
三
上
参
次
以
下
の
協
議
の
結
果
、「
御
行
実
編
輯
料
」
→
「
朝

彦
親
王
行
実
資
料
」、「
久
邇
親
王
行
実
」
→
「
朝
彦
親
王
行
実
」
と
い
う
名
称
変
更

が
決
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
久
邇
宮
家
が
付
け
た
「
御
行
実
編
輯
料
」
と
い
う
名

称
で
は
史
料
内
容
を
推
測
す
る
こ
と
が
困
難
だ
と
判
断
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

　
「
久
邇
親
王
」
と
い
う
名
称
も
同
様
で
、
明
治
八
年
創
設
の
久
邇
宮
家
に
お
い
て

親
王
の
身
位
だ
っ
た
の
は
初
代
朝
彦
親
王
の
み
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
久
邇
親
王
＝

朝
彦
親
王
で
あ
る
が
、
久
邇
親
王
と
い
う
名
称
は
宮
内
省
が
公
的
に
使
用
し
た
名
称

で
も
な
い
た
め
、
よ
り
分
か
り
や
す
い
朝
彦
親
王
に
変
更
し
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

次
に
、
維
新
史
料
編
纂
会
の
筆
写
時
期
だ
が
、
こ
れ
も
史
料
冒
頭
に
押
さ
れ
た
ス

タ
ン
プ
が
参
考
に
な
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
大
正
十
三
年
三
月
に
「
購
入
」、
同
年

四
月
～
七
月
に
「
本
会
作
製
」
の
ス
タ
ン
プ
が
押
さ
れ
て
い
る
。
問
題
に
な
る
の
が

「
購
入
」
ス
タ
ン
プ
だ
が
、
史
料
は
す
べ
て
「
維
新
史
料
編
纂
会
」
十
行
罫
紙
に
毛

筆
で
筆
写
さ
れ
て
お
り
、
維
新
史
料
編
纂
会
が
作
成
し
た
副
本
で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
な
く
、
外
部
か
ら
購
入
し
た
も
の
と
は
考
え
に
く
い
。
お
そ
ら
く
、
大
正
十
三
年

三
月
に
作
業
し
た
際
、「
本
会
作
製
」
と
押
す
べ
き
と
こ
ろ
を
誤
っ
て
「
購
入
」
ス

タ
ン
プ
を
押
し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
（【
図
版
④　

購
入
ス
タ
ン

プ
】）。
維
新
史
料
編
纂
会
が
副
本
を
作
成
し
た
時
期
は
大
正
十
三
年
三
月
～
七
月
と

判
断
で
き
る
。

　

な
お
、
維
新
史
料
編
纂
会
は
臨
時
帝
室
編
修
局
と
異
な
り
、
久
邇
宮
家
が
付
け
た

史
料
原
題
を
変
更
す
る
こ
と
な
く
、「
御
行
実
編
輯
料
」「
御
手
日
記
」「
久
邇
親
王

行
実
」
な
ど
外
題
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
。

　

以
上
の
分
析
の
結
果
、
久
邇
宮
家
が
臨
時
帝
室
編
修
局
に
貸
与
し
た
百
十
四
冊
の

史
料
群
の
う
ち
、
臨
時
帝
室
編
修
局
も
維
新
史
料
編
纂
会
も
、
双
方
に
と
っ
て
必
要

性
の
高
い
簿
冊
の
み
を
副
本
作
成
し
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
し
か
し
、
両
組
織
の
副

本
に
は
重
複
も
多
い
が
、
基
本
的
に
相
互
補
完
の
関
係
に
あ
り
、
臨
帝
本
（
宮
内
庁

書
陵
部
宮
内
公
文
書
館
所
蔵
）
と
維
新
史
料
引
継
本
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
）

双
方
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
初
め
て
百
十
四
冊
の
全
貌
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
指
摘
で
き
る
。

四
、
朝
彦
親
王
日
記
の
原
本
と
写
本
の
関
係

　

最
後
に
、
焼
失
し
た
と
さ
れ
る
朝
彦
親
王
日
記
原
本
と
、「
御
行
実
編
輯
料　

御

手
日
記
」
と
の
関
係
に
言
及
し
た
い
。

　

次
に
掲
載
す
る
の
は
久
邇
宮
家
が
か
つ
て
所
蔵
し
て
い
た
朝
彦
親
王
日
記
原
本
の

図
版
一
コ
マ
（
元
治
元
年
七
月
十
六
日
条
）
で
あ
る
（【
図
版
⑤　

朝
彦
親
王
日
記

原
本
】）。
こ
れ
は
維
新
史
料
編
纂
会
が
昭
和
十
一
年
に
刊
行
し
た
『
維
新
史
料
聚
芳
』

に
掲
載
さ
れ
た
図
版
二
コ
マ
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
。「
久
邇
宮
家
蔵
写
真
御
貸
下
」

と
あ
る
の
で
、
お
そ
ら
く
火
災
前
に
久
邇
宮
家
が
日
記
原
本
を
撮
影
し
た
写
真
が
あ

（
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）
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）
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）

図版④　購入スタンプ
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り
、
そ
れ
を
維
新
史
料
編
纂
会
が
借
用
し
て
掲
載
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
原
本
部
分
と
比
較
す
る
た
め
、
日
本
史
籍
協
会
叢
書
の
同
日
条
四
項
目
を
引

用
す
る
。

　
　

一�

薩
藩
両
人
・
有
間
藩
両
人
・
土
藩
一
人
入
来
、
右
ハ
長
人
入
京
之　

御
朝
儀

之
由
如
何
之
御
事
ト
存
候
旨
、
速
ニ
御
勇
断
被
為
有
度
旨
、
左
様
無
之
而
者

朝
儀
之
被
為
立
候
儀
無
之
、
此
後
朝
儀
被
為
立
間
敷
、
依
而
右
様
申
上
候
由

候
事
、

　

禁
門
の
変
直
前
の
段
階
で
、
薩
摩
藩
士
二
名
・
久
留
米
藩
士
二
名
・
土
佐
藩
士
一

名
が
朝
彦
親
王
邸
に
参
上
し
、「
朝
儀
」
が
長
州
藩
兵
の
入
京
を
認
め
て
し
ま
っ
て

は
今
後
「
朝
儀
」
が
立
た
な
く
な
る
と
主
張
し
て
い
る
が
、
文
意
を
取
り
に
く
い
文

章
で
も
あ
る
。

　

ま
ず
、
日
本
史
籍
協
会
叢
書
で
記
載
さ
れ
て
い
る
「
有
間
」
と
「
御
朝
儀
」
に
付

さ
れ
た
「
マ
ヽ
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
有
馬
」「
御
朝
議
」
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め

の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
注
記
は
維
新
史
料
引
継
本
に
は
あ
る
が
臨
帝
本
に
は

付
け
ら
れ
て
い
な
い
。
原
本
図
版
で
も
確
認
で
き
な
い
の
で
、
こ
れ
は
維
新
史
料
編

纂
会
が
副
本
作
成
時
に
独
自
に
付
け
た
注
記
で
あ
る
。

　

そ
の
う
え
で
確
認
し
た
い
の
が
三
ヶ
所
登
場
す
る
「
朝
儀
」
の
語
で
あ
る
。
こ
れ

を
原
本
図
版
で
確
認
す
る
と
、
一
個
目
は
「
御
朝
儀
」（
意
味
と
し
て
は
朝
議
）
で

あ
る
が
、
二
個
目
と
三
個
目
は
「
朝
威
」
と
あ
っ
て
、「
朝
儀
」
と
す
る
翻
刻
が
誤

り
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
薩
摩
・
久
留
米
・
土
佐
藩
士
が
警
告
し
た
の
は
朝
威

の
低
下
だ
っ
た
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
な
ら
十
分
意
味
が
通
じ
る
文
章
に
な
る
。

　

こ
の
「
朝
威
」
の
部
分
だ
が
、
維
新
史
料
引
継
本
で
は
二
ヶ
所
と
も
「
朝
儀
」
と

な
っ
て
い
て
、
臨
帝
本
も
全
く
同
じ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
朝
威
」
→
「
朝
儀
」
の

翻
刻
ミ
ス
は
日
本
史
籍
協
会
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
底
本
で
あ
る
維
新
史
料
引
継

本
の
段
階
で
誤
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
む
し
ろ
日
本
史
籍
協
会
叢
書
は
底
本
に
忠

実
に
翻
刻
し
た
と
い
え
る
。

マ
ヽ

マ
ヽ

（
41
）

マ
ヽ

図版⑤　朝彦親王日記原本（元治元年７月16日条）
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問
題
と
な
る
の
が
、
臨
帝
本
と
維
新
史
料
引
継
本
の
底
本
で
あ
る
「
御
行
実
編
輯

料　

御
手
日
記
」（
久
邇
宮
家
所
蔵
本
）
の
翻
刻
で
あ
る
。
久
邇
宮
家
所
蔵
本
が
確

認
で
き
て
い
な
い
以
上
、
推
測
に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
い
が
、
久
邇
宮
家
で
「
御
手
日

記
」
を
筆
写
し
、「
御
行
実
編
輯
料
」
シ
リ
ー
ズ
に
組
み
込
ん
だ
段
階
で
「
朝
儀
」

と
誤
っ
て
翻
刻
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
筆
耕
者
名
と
校
正
者
名
を
明
記

し
て
筆
写
ミ
ス
防
止
に
留
意
し
て
い
た
臨
時
帝
室
編
修
局
で
あ
る
か
ら
、
仮
に
底
本

に
「
朝
威
」
と
あ
る
の
を
臨
帝
本
が
「
朝
儀
」
と
翻
刻
ミ
ス
し
て
い
れ
ば
、
校
正
の

段
階
で
気
づ
い
て
修
正
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

も
う
一
つ
、
実
は
日
記
原
本
か
ら
抄
録
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
写
本
が
存
在
す
る
。

「
孝
明
天
皇
紀
」
を
編
修
し
た
先
帝
御
事
蹟
取
調
掛
が
筆
写
し
た
「
朝
彦
親
王
御
記
」

で
あ
る
。元
治
元
年
七
月
か
ら
慶
応
二
年
十
二
月
ま
で
を
一
冊
に
抄
録
し
た
も
の
で
、

三
ヶ
所
の
「
朝
儀
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
①
「
御
朝
議
」、
②
「
朝
威
」、
③
「
朝
威
」
と

な
っ
て
い
る
。
一
ヶ
所
目
の
「
御
朝
儀
」
を
「
御
朝
議
」
と
最
初
か
ら
読
み
替
え
て

い
る
が
、
残
り
の
「
朝
威
」
は
二
ヶ
所
と
も
日
記
原
本
に
忠
実
で
あ
る
。
し
か
も
、

こ
の
「
朝
威
」
二
ヶ
所
は
元
々
は
「
朝
議
」
と
筆
写
し
て
い
た
も
の
を
、
後
か
ら
「
朝

威
」
に
修
正
し
て
い
る
の
が
確
認
で
き
る
。
当
然
、『
孝
明
天
皇
紀
』
で
も
こ
の
「
朝

彦
親
王
御
紀
」
が
典
拠
史
料
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

先
帝
御
事
蹟
取
調
掛
の
「
朝
彦
親
王
御
記
」
の
奥
書
に
は
「
右
／
朝
彦
親
王
御
手

記
之
秘
抄
也
、
明
治
三
十
三
年
八
月
、
就
久
邇
宮
拝
写
、
一
校
了
」
と
あ
る
。
既
述

し
た
よ
う
に
、
文
久
二
年
の
朝
彦
親
王
日
記
は
「
御
行
実
編
輯
料
」
七
十
一
か
ら
筆

写
し
た
と
明
記
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
こ
に
は
そ
の
よ
う
な
記
載
は
な
い
。
ま
た
、
本

文
を
確
認
す
る
と
、
欄
外
に
筆
写
し
た
箇
所
も
複
数
み
ら
れ
る
な
ど
、
書
式
の
観
点

か
ら
も
「
御
行
実
編
輯
料
」
か
ら
抄
録
し
た
と
は
考
え
に
く
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

た
だ
し
、「
御
行
実
編
輯
料
」
を
閲
覧
し
て
い
る
こ
と
が
確
実
な
部
分
も
あ
る
。
そ

れ
は
「
御
手
日
記
」
で
は
欠
本
に
な
っ
て
い
る
元
治
元
年
十
月
条
～
十
二
月
条
部
分

を
、「
御
行
実
編
輯
料
」
三
十
六
に
収
録
さ
れ
た
断
簡
か
ら
抄
録
し
て
い
る
箇
所
で

あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、「
朝
彦
親
王
御
記
」
は
久
邇
宮
家
の
日
記
原
本
か
ら
抄

録
し
つ
つ
、
欠
本
部
分
は
「
御
行
実
編
輯
料
」
三
十
六
か
ら
筆
写
し
た
と
思
わ
れ
る
。

仮
に
全
体
を
「
御
行
実
編
輯
料
」
か
ら
筆
写
し
た
と
仮
定
し
て
も
、
二
ヶ
所
の
「
朝

議
」
→
「
朝
威
」
修
正
は
、
久
邇
宮
邸
内
に
お
い
て
原
本
校
正
を
行
っ
た
こ
と
の
証

拠
に
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
決
し
て
量
は
多
く
な
い
が
、
先
帝
御
事
蹟
取
調
掛
本

も
久
邇
宮
家
所
蔵
朝
彦
親
王
関
係
史
料
の
分
析
に
有
用
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
て
お
き
た
い
。

お
わ
り
に

　

明
治
期
に
そ
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
久
邇
宮
家
所
蔵
の
朝
彦
親
王
関
係
史

料
だ
が
、
大
正
期
の
火
災
に
よ
る
焼
失
な
ど
に
よ
り
、
そ
の
内
容
把
握
は
困
難
な
状

況
に
あ
る
。
し
か
し
、
史
料
を
相
互
に
融
通
す
る
こ
と
を
協
定
し
て
い
た
宮
内
省
臨

時
帝
室
編
修
局
と
文
部
省
維
新
史
料
編
纂
会
が
副
本
を
作
成
し
て
い
た
。
宮
内
庁
書

陵
部
宮
内
公
文
書
館
所
蔵
の
臨
帝
本
と
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
の
維
新
史
料

引
継
本
を
比
較
検
討
し
た
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
の
副
本
は
重
複
を
含
み
つ
つ
も
相
互
補

完
の
関
係
に
あ
り
、
火
災
前
の
大
正
八
年
段
階
で
久
邇
宮
家
が
提
供
し
た
朝
彦
親
王

関
係
史
料
全
百
十
四
冊
に
該
当
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

無
論
、
久
邇
宮
家
が
行
っ
た
史
料
整
理
作
業
は
、
朝
彦
親
王
の
伝
記
編
纂
と
い
う

目
的
の
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
同
家
所
蔵
の
全
史
料
を
整
理
し
た
も
の
で

は
な
い
。
ま
た
、
朝
彦
親
王
日
記
原
本
の
数
少
な
い
写
真
図
版
と
副
本
を
比
較
し
て

も
筆
写
ミ
ス
が
確
認
で
き
る
な
ど
、
写
本
が
持
つ
限
界
も
十
分
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
そ
れ
で
も
本
稿
で
取
り
上
げ
た
百
十
四
冊
の
副
本
は
、
皇
族
家
に
所
蔵

さ
れ
た
明
治
維
新
関
係
史
料
の
構
造
と
内
容
に
つ
い
て
、
分
析
を
進
め
る
こ
と
を
可

能
に
す
る
貴
重
な
史
料
群
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
、
日

本
史
籍
協
会
叢
書
『
朝
彦
親
王
日
記
』
二
冊
に
頼
っ
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
史
料
状
況

（
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）

（
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）

（
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）
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を
大
き
く
改
善
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

　

他
方
、
残
さ
れ
た
課
題
も
多
い
。
一
つ
は
皇
族
家
（
久
邇
宮
家
）
に
お
け
る
文
書

管
理
の
実
態
に
つ
い
て
で
あ
る
。
本
稿
で
は
史
料
の
収
納
容
器
の
区
別
が
あ
っ
た
こ

と
な
ど
を
指
摘
し
た
が
、
そ
れ
ら
が
持
つ
意
味
の
有
無
に
つ
い
て
は
言
及
で
き
な

か
っ
た
。
ま
た
、
残
さ
れ
た
史
料
の
性
格
の
違
い
や
、
発
信
者
別
の
来
簡
分
析
な
ど
、

史
料
群
の
構
造
分
析
も
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　

二
つ
は
皇
族
家
所
蔵
史
料
の
分
析
を
組
み
込
ん
だ
幕
末
政
治
史
研
究
の
深
化
で
あ

る
。
特
に
朝
廷
内
で
は
孝
明
天
皇
・
関
白
・
議
奏
・
伝
奏
・
国
事
御
用
掛
な
ど
と
の

関
係
が
分
か
る
史
料
が
多
い
。
ま
た
、
武
家
側
で
は
在
京
幕
府
上
層
部
の
み
な
ら
ず
、

諸
藩
の
政
治
交
渉
を
務
め
た
藩
士
（
周
旋
方
）
と
の
交
渉
内
容
な
ど
も
記
録
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
分
析
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
幕
末
政
局
の
意
思
決
定
過
程
を
明

ら
か
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

〔
註
〕

（
１
）　
『
史
談
速
記
録
』
第
五
十
二
輯
（
史
談
会
、
一
八
九
七
年
）。
以
下
、
引
用
史
料
は

常
用
漢
字
を
使
用
し
、
適
宜
読
点
・
中
略
記
号
・
傍
線
を
付
し
た
。

（
２
）　

市
来
四
郎
の
同
年
六
月
二
十
二
日
の
談
話
（
同
右
）。

（
３
）　

原
口
清
「
近
代
天
皇
制
成
立
の
政
治
的
背
景
―
幕
末
中
央
政
局
の
基
本
的
動
向
に

関
す
る
一
考
察
―
」（
原
口
清
著
作
集
編
集
委
員
会
編
『
原
口
清
著
作
集
①　

幕
末
中

央
政
局
の
動
向
』（
岩
田
書
院
、二
〇
〇
七
年
。初
出
は
一
九
八
七
年
）、家
近
良
樹『
幕

末
政
治
と
倒
幕
運
動
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
五
年
）。

（
４
）　

白
石
烈
「「
公
武
合
体
」
を
め
ぐ
る
会
津
藩
の
政
治
活
動
」（『
史
学
研
究
』
二
三
五

号
、
二
〇
〇
二
年
）。

（
５
）　

日
本
史
籍
協
会
叢
書
『
朝
彦
親
王
日
記
』
一
・
二
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六

九
年
復
刻
。
初
版
は
一
九
二
九
年
）。

（
６
）　

田
島
公
編
『
近
衛
家
名
宝
か
ら
た
ど
る
宮
廷
文
化
史
―
陽
明
文
庫
が
伝
え
る
千
年

の
み
や
び
―
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
一
六
年
）。
同
編
『
陽
明
文
庫　

近
衛
家
伝
来
の

至
宝
―
設
立
八
十
周
年
記
念
特
別
研
究
集
会
記
念
図
録
―
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一

九
年
）
ほ
か
。

（
７
）　
『
陽
明
文
庫
幕
末
維
新
期
史
料
』
全
四
十
三
冊
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
。
請

求
記
号
六
一
四
〇
．
六
―
五
）。

（
８
）　

戦
前
の
久
邇
宮
家
に
お
い
て
朝
彦
親
王
日
記
原
本
の
調
査
を
行
っ
た
唯
一
の
成
果

と
し
て
、
和
田
英
松
『
皇
室
御
撰
之
研
究
』（
国
書
逸
文
研
究
会
、
一
九
八
六
年
復
刻
。

初
版
は
一
九
三
三
年
）
が
あ
る
。
和
田
は
幕
末
期
か
ら
明
治
十
四
年
ま
で
の
朝
彦
親

王
日
記
に
つ
い
て
、
各
冊
の
表
紙
情
報
・
形
態
・
員
数
等
を
紹
介
し
て
い
る
（
同
書

八
三
一
～
八
三
五
頁
）。
後
述
す
る
よ
う
に
久
邇
宮
邸
は
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）

十
二
月
に
火
災
に
遭
っ
て
い
る
が
、
和
田
は
そ
れ
以
前
に
調
査
し
て
い
た
こ
と
に
な

る
。
他
に
「
久
邇
親
王
行
実
出
典
」
四
冊
な
ど
、
同
家
の
編
纂
材
料
に
つ
い
て
は
大

平
和
典
『
皇
學
館
史
話
』（
皇
學
館
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
九
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
９
）　
『
朝
彦
親
王
日
記
』
一
の
緒
言
。

（
10
）　

以
上
、
久
邇
宮
家
に
お
け
る
伝
記
編
纂
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
白
石
烈
「「
久
邇
親

王
行
実
」
の
編
纂
と
宮
内
省
」（
国
立
公
文
書
館
平
成
三
十
年
度
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
研
修

Ⅲ
修
了
研
究
論
文
、
二
〇
一
九
年
）。

（
11
）　
「
久
邇
宮
文
書
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
。
請
求
記
号 

島
津
家
本
―
い
Ⅱ
―

一
二
―
二
〇
）
所
収
。
久
邇
宮
十
行
罫
紙
に
毛
筆
。
お
そ
ら
く
市
来
四
郎
が
入
手
し
、

島
津
家
に
残
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
12
）　
「
久
邇
宮
家
御
蔵
書
目
録
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
。
請
求
記
号 

史
談
会
本

―
史
談
会
―
一
九
）。
事
蹟
取
調
所
十
行
罫
紙
に
毛
筆
。「
史
料
所
名
」（
史
料
底
本
の

出
所
）
欄
に
「
市
来
四
郎
差
出
」
と
あ
る
。

（
13
）　
「
朝
彦
親
王
行
実
資
料
」
一
（
宮
内
庁
書
陵
部
宮
内
公
文
書
館
所
蔵
。
識
別
番
号

三
四
一
五
二
。
原
題
は
「
御
行
実
編
輯
料　

目
録　

甲
」）。

（
14
）　
「
朝
彦
親
王
行
実
資
料
」
二
（
同
右
。
識
別
番
号
三
四
一
五
三
。
原
題
は
「
御
行
実

編
輯
料　

目
録　

乙
」）。

（
15
）　

久
邇
宮
家
の
目
賀
田
栄
が
明
治
三
十
一
年
六
月
三
日
か
ら
明
治
三
十
二
年
三
月

二
十
六
日
に
か
け
て
、
宮
内
大
臣
田
中
光
顕
や
侍
従
長
徳
大
寺
実
則
と
行
っ
た
面
談

の
談
話
速
記
録
や
宮
内
大
臣
書
簡
も
目
録
化
（
合
計
十
七
件
）
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

後
述
す
る
明
治
三
十
五
年
九
月
に
追
加
さ
れ
た
史
料
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
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と
か
ら
、
目
録
乙
と
し
て
完
成
し
た
の
は
明
治
三
十
五
年
九
月
以
降
と
考
え
ら
れ
る
。

（
16
）　

久
邇
宮
家
が
最
終
的
に
ま
と
め
た
目
録
甲
・
乙
の
二
冊
に
登
載
さ
れ
な
か
っ
た
史

料
も
あ
る
。目
録
①
に
は
朝
彦
親
王
自
筆
日
記
と
は
別
に
、「
御
奥
日
記
」十
九
冊（
安

政
六
年
～
明
治
二
十
四
年
）
と
「
御
表
日
記
」
百
十
三
冊
（
安
政
二
年
十
一
月
～
明

治
二
十
六
年
）
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
市
来
四
郎
の
調
査
時
に
も
把
握
さ
れ

て
い
た
も
の
で
（
前
掲
『
史
談
速
記
録
』
第
五
十
二
輯
）、
お
そ
ら
く
久
邇
宮
家
で
書

き
続
け
ら
れ
た
家
日
記
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
久
邇
宮
家
の
史
料
整
理
は
伝

記
編
纂
と
い
う
特
化
さ
れ
た
目
的
の
た
め
に
行
わ
れ
て
お
り
、
同
家
所
蔵
の
史
料
全

点
を
整
理
し
た
わ
け
で
は
な
い
可
能
性
が
あ
る
。

（
17
）　

内
事
課
「
明
治
二
十
九
年　

皇
親
録
」（
宮
内
庁
書
陵
部
宮
内
公
文
書
館
所
蔵
。
識

別
番
号
二
三
〇
三
〇
）
第
一
九
号
文
書
。

（
18
）　
「
朝
彦
親
王
行
実
資
料
」
三
十
五　

御
行
実
編
輯
料
十
六　

慶
応
二
年
御
書
面
及
書

付
類　

下
（
宮
内
庁
書
陵
部
宮
内
公
文
書
館
所
蔵
。
識
別
番
号
三
四
一
八
六
）。

（
19
）　
「
尊
融
親
王
御
記
」（
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
所
蔵
。函
架
番
号
四
五
五
―
四
七
）。

（
20
）　

久
邇
宮
家
編
『
邦
彦
王
行
実
』（
久
邇
宮
家
蔵
版
、
一
九
三
九
年
）
略
年
譜
五
二
頁
。

当
初
京
都
に
あ
っ
た
原
史
料
群
は
、「
久
邇
親
王
行
実
」
編
纂
時
に
東
京
に
移
さ
れ
て

い
た
可
能
性
が
あ
る
。

（
21
）　
『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
史　

史
料
集
』（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
、二
〇
〇
一
年
）、

七
七
五
～
七
八
〇
頁
。
箱
石
大
「
維
新
史
料
編
纂
会
の
成
立
過
程
」（『
栃
木
史
学
』

十
五
号
、
二
〇
〇
一
年
）。
堀
口
修
「
維
新
史
料
編
纂
会
と
臨
時
編
修
局
の
合
併
問
題

と
協
定
書
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
―
特
に
井
上
馨
と
金
子
堅
太
郎
の
動
向
を
中
心
と

し
て
―
」（『
日
本
大
学
精
神
文
化
研
究
所
紀
要
』
三
十
六
集
、
二
〇
〇
五
年
）。

（
22
）　

臨
時
帝
室
編
修
局
「
大
正
三
年
～
昭
和
八
年　

例
規
録
」
二
（
宮
内
庁
書
陵
部
宮

内
公
文
書
館
所
蔵
。
識
別
番
号
一
一
二
七
九
―
二
）
第
五
号
文
書
。
宮
内
省
十
行
罫

紙
に
毛
筆
。

（
23
）　

前
掲
白
石
「「
久
邇
親
王
行
実
」
の
編
纂
と
宮
内
省
」
参
照
。

（
24
）　

た
と
え
ば
「
国
事
御
書
類
」
天
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
。
請
求
記
号 

維
新

史
料
引
継
本
―
特
Ⅱ
―
三
―
一
）
の
冒
頭
に
「
明
治
三
十
五
年
夏
、
更
ニ
御
内
ニ
於

テ　

御
見
出
シ
、
御
箪
笥
第
壹
引
出
シ
分
也
」
と
あ
り
、
新
た
に
箪
笥
の
引
き
出
し

か
ら
発
見
さ
れ
た
文
久
期
の
国
事
関
係
書
類
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

（
25
）　

臨
時
帝
室
編
修
局
「
大
正
十
四
年　

明
治
天
皇
紀
編
修
録
」
一
（
宮
内
庁
書
陵
部

宮
内
公
文
書
館
所
蔵
。
識
別
番
号
一
一
二
六
九
―
一
）、
第
一
号
文
書
。

（
26
）　

維
新
史
料
編
纂
会
編
『
第
二
回
史
料
展
覧
会
陳
列
目
録
』（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所

所
蔵『
史
料
展
覧
会
陳
列
目
録
』（
請
求
記
号
Ｒ
八
五
〇
〇
―
五
一
）所
収
）、四
七
頁
。

（
27
）　

た
だ
し
、副
本
作
成
し
な
か
っ
た
簿
冊
で
も
必
要
箇
所
が「
大
日
本
維
新
史
料
稿
本
」

に
採
録
さ
れ
て
い
る
事
例
も
確
認
で
き
る
。
そ
の
場
合
は
「
史
料
登
録
用
紙
乙
」
の

備
考
欄
に
「
久
邇
宮
家
所
蔵
／
御
行
実
編
輯
料
五
六
所
載
」
と
あ
り
、
続
け
て
「「
原

本
」
／
「
校
定
済
」」
の
印
が
押
さ
れ
て
い
る
（「
大
日
本
維
新
史
料
稿
本
」
元
治
元

年
十
二
月
三
日
条
（
徳
島
藩
主
の
京
都
警
衛
免
除
願
い
の
項
）。
東
京
大
学
史
料
編
纂

所
「
維
新
史
料
綱
要
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
を
利
用
し
た
。

（
28
）　
「
大
日
本
維
新
史
料
稿
本
」
慶
応
元
年
三
月
二
十
六
日
条
三
項
目
（
将
軍
上
坂
猶
予

の
項
）。

（
29
）　
「
朝
彦
親
王
行
実
資
料
」
七　

御
手
日
記　

五
（
宮
内
庁
書
陵
部
宮
内
公
文
書
館
所

蔵
。
識
別
番
号
三
四
一
五
八
）。

（
30
）　

無
論
、
朝
彦
親
王
日
記
の
副
本
を
作
成
し
た
後
は
、
そ
れ
を
利
用
し
て
い
る
事
例

も
確
認
で
き
る
。
そ
の
場
合
、「
史
料
登
録
用
紙
乙
」
備
考
欄
の
「
御
行
実
編
輯
料　

御
手
日
記
二
所
載
」
の
後
に
「
維
新
史
料
編
纂
会
所
蔵
」
印
が
押
さ
れ
て
い
る
（「
大

日
本
維
新
史
料
稿
本
」
慶
応
元
年
閏
五
月
二
十
二
日
条
（
将
軍
入
京
参
内
の
項
））。

（
31
）　

原
所
蔵
者
の
久
邇
宮
家
を
介
さ
ず
に
副
本
を
作
成
し
て
い
た
こ
と
を
表
明
す
る
の

を
避
け
る
た
め
、
日
本
史
籍
協
会
叢
書
刊
行
時
に
あ
え
て
不
正
確
な
緒
言
を
執
筆
し

た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
箱
石
大
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

（
32
）　
「
孝
明
天
皇
宸
翰
真
写
」
甲
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
。
請
求
記
号 

維
新
史

料
引
継
本
―
特
Ⅱ
―
四
―
一
）。

（
33
）　
「
孝
明
天
皇
宸
翰
写
」
一
～
六
（
宮
内
庁
書
陵
部
宮
内
公
文
書
館
所
蔵
。
識
別
番
号

三
四
八
八
七
～
三
四
八
九
二
。
旧
函
架
番
号 

明
―
三
一
八
）。
採
集
年
月
は
大
正
十
三

年
四
月
。

（
34
）　
「
孝
明
天
皇
宸
翰
写
（
近
衛
家
蔵
）」
一
～
六
（
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
所
蔵
。

函
架
番
号
四
五
一
―
一
四
）。

（
35
）　
「
国
事
御
書
類
」（
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
所
蔵
。函
架
番
号
四
五
五
―
五
〇
）。

「
明
治
三
十
五
年
十
月
廿
四
日
・
廿
五
日
、
宮
ニ
就
テ
拝
観
、
即
其
ノ
要
文
ヲ
抄
ス
」
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と
あ
る
。

（
36
）　

図
書
寮
「
明
治
四
十
四
年　

図
書
録
」（
宮
内
庁
書
陵
部
宮
内
公
文
書
館
所
蔵
。
識

別
番
号
九
九
〇
二
八
四
）
第
一
四
号
文
書
。

（
37
）　

な
お
、
維
新
史
料
引
継
本
の
「
御
手
日
記
」
六
と
七
の
二
冊
に
は
、
一
丁
目
袋
綴

じ
の
中
に
筆
写
作
業
者
名
と
校
了
し
た
こ
と
を
記
し
た
作
業
メ
モ
（
維
新
史
料
編
纂

会
十
行
罫
紙
）
が
残
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
朱
書
で
「
臨
時
編
修
局
ニ
於
て
貸
写

／
御
手
日
記　

六
」、「
臨
時
編
修
局
ニ
て
賃
写
ノ
分
／
御
手
日
記　

七　

但
」
と
記

載
さ
れ
て
い
る
。「
貸
写
」
の
解
釈
が
判
然
と
し
な
い
面
も
あ
り
、
こ
れ
は
今
後
の
課

題
と
し
た
い
。

（
38
）　

臨
時
帝
室
編
修
局
が
借
用
し
て
い
た
百
十
四
冊
の
史
料
群
に
つ
い
て
は
、
大
正
八

年
の
久
邇
宮
邸
火
災
に
も
遭
わ
ず
、
昭
和
九
年
に
全
点
無
事
に
久
邇
宮
家
に
返
却
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
史
料
群
の
所
在
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
39
）　

文
部
省
維
新
史
料
編
纂
事
務
局
編
『
維
新
史
料
聚
芳
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九

九
八
年
新
装
復
刊
。
初
版
は
一
九
三
六
年
）、
一
四
～
一
五
頁
。

（
40
）　

掲
載
さ
れ
た
二
コ
マ
は
元
治
元
年
七
月
十
六
日
条
と
慶
応
元
年
六
月
二
十
六
日
条

で
あ
る
。

（
41
）　

前
掲
『
朝
彦
親
王
日
記
』
一
、二
頁
。
元
治
元
年
七
月
十
六
日
条
。

（
42
）　
「
朝
彦
親
王
御
記
」（
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
所
蔵
。
函
架
番
号
四
五
五
―

四
六
）。

（
43
）　
『
孝
明
天
皇
紀
』
五
（
平
安
神
宮
、
一
九
六
九
年
）、
二
八
一
頁
。

（
44
）　
「
大
日
本
維
新
史
料
稿
本
」
元
治
元
年
七
月
十
七
日
条
に
、
本
稿
で
検
討
し
た
朝
彦

親
王
日
記
の
該
当
部
分
が
採
録
さ
れ
て
い
る
が
、「
孝
明
天
皇
紀
」
を
転
載
（「
朝
彦

親
王
御
記
」
の
転
載
）
し
て
い
る
た
め
、
二
ヶ
所
の
「
朝
威
」
は
正
し
く
反
映
さ
れ

て
い
る
。
維
新
史
料
編
纂
会
が
維
新
史
料
引
継
本
「
御
手
日
記
」
の
採
用
を
回
避
し

た
理
由
は
不
明
で
あ
る
。

　
　
〔
付
記
〕
本
稿
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
に
お
け
る
特

定
共
同
研
究
「
史
料
編
纂
所
所
蔵
維
新
関
係
貴
重
史
料
の
研
究
資
源
化
」（
二
〇
一
九

年
度
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
本
文
中
、
維
新
史
料
引
継
本
の
図
版
に
つ
い
て
は
、

研
究
代
表
者
小
野
将
氏
よ
り
画
像
の
提
供
を
受
け
た
。
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【表②】大正８年３月11日付借用史料一覧
名　　　称 員 数

１ 御行実編輯料　御手記 17冊
２ 　　同　　　　目録　甲乙 ２冊

３
　　同　　　　御草稿類　自一冊至七十七冊
　　　　　　　（但シ、四十四上下）

78冊

４ 　　同　　　　禁裏御収納高 １冊
５ 久邇親王行実　初稿 １冊
６ 　　同　　　　自第一稿／至第五稿 ５冊
７ 　　同　　　　宮内省某附箋　第六稿 １冊
８ 　　同　　　　第七、八、九稿 ３冊
９ 孝明天皇宸翰写　甲乙 ２冊
10 従文久二年冬／至文久三年春　国事御書類　天地人 ３冊
11 久邇宮御履歴書　鳥居小路経孟手記 １冊
� 合計　114冊

臨時帝室編修局「大正８年　明治天皇紀編修録」１
（識別番号11263-1）より作成

【表①】朝彦親王関係史料をめぐる臨時帝室編修局と維新史料編纂会の相互貸借
連番 元号 年 西暦 月 日 内　　　容 典　拠 識別番号

１ 大正 7 1918 １ 10 臨時帝室編修局、維新史料編纂事務局より「久邇宮御蔵書目録」１冊を借用。
臨時帝室編修局「大正７年
明治天皇紀編修録」 11262

２ 大正 7 1918 ５ 17 臨時帝室編修局の嘱託員西忠義、久邇宮邸に参邸して打ち合わせを行う。 同上 同上

３ 大正 7 1918 ５ 20 臨時帝室編修局、久邇宮附宮内事務官より「送致」された所蔵史料のリストを受領。 同上 同上

４ 大正 8 1919 ３ 11 臨時帝室編修局、久邇宮家より「御行実編輯料　御手記」17冊ほか合計114冊を借用（【表２】参照）。
臨時帝室編修局「大正８年
明治天皇紀編修録」１ 11263-1

５ 大正 9 1920 ７ ３

臨時帝室編修局、維新史料編纂事務局より「御行
実編輯料　御手記（久邇宮家所蔵）」17冊、「同　
目録（久邇宮家所蔵）」２冊、「久邇宮御履歴書（久
邇宮家所蔵）」１冊、合計20冊を借用。

臨時帝室編修局「大正９年
明治天皇紀編修録」２ 11264-2

６ 大正 9 1920 ７ ５

臨時帝室編修局、維新史料編纂事務局より「久邇
親王行実（久邇宮家蔵）」10冊、「御行実編輯料御
草稿類（久邇宮家蔵）」78冊、「御行実編輯料目録
　甲乙（久邇宮家蔵）」２冊を借用。

同上 同上

７ 大正 9 1920 ７ ８
臨時帝室編修局、維新史料編纂事務局に「久邇親
王行実」10冊、「御行実編輯料御草稿類」78冊、「御
行実編輯料目録　甲乙」２冊を返却。

同上 同上

８ 大正 9 1920 11 25
臨時帝室編修局第二部、「取調必要上」から「久
邇親王行実」10冊を維新史料編纂会から「一時回
収」する。

同上 同上

９ 大正 9 1920 12 21 臨時帝室編修局第二部、取り調べ済みにつき「久邇親王行実」10冊を「再貸与」する。 同上 同上

10 大正 10 1921 １ 17 臨時帝室編修局、維新史料編纂事務局から「久邇親王行実」10冊を受領。
臨時帝室編修局「大正10年
明治天皇紀編修録」２ 11265-2

11 大正 10 1921 ９ 26 臨時帝室編修局、維新史料編纂事務局に「久邇親王行実」10冊を「再貸与」する。 同上 同上

12 大正 14 1925 ３ 30

久邇宮家、臨時帝室編修局に貸し下げ中の「御手
日記」17冊を維新史料編纂会主催の維新史料展覧
会に出品することを許可。
翌日、維新史料編纂官藤井甚太郎が来局して借用。

臨時帝室編修局「大正14年
明治天皇紀編修録」１ 11269-1

13 大正 14 1925 ４ ８ 維新史料編纂官藤井甚太郎来局。「御手日記」17
冊を返却。 同上 同上

14 昭和 9 1934 ４ 25 臨時帝室編修局、久邇宮家に「御行実編輯料　御手記」17冊ほか合計114冊を返却。
臨時帝室編修局「昭和９年
明治天皇紀編修録」 11278

� ※典拠史料はすべて宮内庁書陵部宮内公文書館所蔵。
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【表③】　臨帝本と維新史料引継本の対応関係

識別番号 資料名 原題・内容 台本出所 採集人名 採集年月 校　正 謄写人名 備考欄 利用
制限 維新史料編纂会の写本 維新史料引継本

のスタンプ 備考

1 34152 朝彦親王行実資料１ 御行実編輯料 目録　甲 久邇宮家 ― ― 雇佐藤威徳 筆生織部辰雄
原題ハ「御行実編輯料　目録甲」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用 ― ―

2 34153 朝彦親王行実資料２ 御行実編輯料 目録　乙 久邇宮家 ― ― 雇佐藤威徳 筆生鈴木為太
郎

原題ハ「御行実編輯料　目録乙」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用 ― ―

3 34154 朝彦親王行実資料３ 御行実編輯料 御手日記１　
元治元年７月15日～10月１日 久邇宮家 ― ― ― ―

原題ハ「（空欄ママ）
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-２-１）

御手日記１（元治元
年）

大正13年
３月８日 購入

4 34155 朝彦親王行実資料４ 御行実編輯料 御手日記２　
慶応元年正月１日～６月29日 久邇宮家 ― ― ― ―

原題ハ「御行実編輯料　御手日記　貳」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-２-２）

御手日記２（元治二
年）

大正13年
３月８日 購入

5 34156 朝彦親王行実資料５ 御行実編輯料 御手日記３　
慶応元年７月１日～12月29日 久邇宮家 ― ― ― ―

原題ハ（空欄ママ）
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-２-３）

御手日記３（慶応元
年）

大正13年
３月８日 購入

6 34157 朝彦親王行実資料６ 御行実編輯料 御手日記４　
慶応２年正月１日～５月29日 久邇宮家 ― ― ― ―

原題ハ（空欄ママ）
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-２-４）

御手日記４（慶応二
年）

大正13年
３月８日 購入

7 34158 朝彦親王行実資料７ 御行実編輯料 御手日記５　
慶応２年６月１日～12月晦日 久邇宮家 ― ― ― ―

原題ハ（空欄ママ）
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-２-５）

御行実編輯料御手日
記５

大正13年
３月８日 購入

8 34159 朝彦親王行実資料８ 御行実編輯料 御手日記６　
慶応３年正月１日～５月29日 久邇宮家 ― ― ― ―

原題ハ（空欄ママ）
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-２-６）

御手日記６（慶応三
年）

大正13年
３月８日 購入

（１丁目挟み
込み）「（朱書）
臨時編修局ニ
於て貸写」／
御手日記　六」

9 34160 朝彦親王行実資料９ 御行実編輯料 御手日記７　
慶応３年６月１日～９月29日 久邇宮家 ― ― ― ―

原題ハ（空欄ママ）
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-２-７）

御手日記７（慶応三
年）

大正13年
３月８日 購入

（１丁目挟み
込み）「（朱書）
臨時編修局ニ
て貸写ノ分」
／御手日記　
七　但」

10 34161 朝彦親王行実資料10 御行実編輯料 御手日記８　明治５年 久邇宮家 副総裁子爵藤
波言忠

大正14年
４月 有田利雄 佐治為善

原題ハ（空欄ママ）
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用 ― ―

11 34162 朝彦親王行実資料11 御行実編輯料 御手日記９　明治６年 久邇宮家 副総裁子爵藤
波言忠

大正14年
４月 有田利雄 尾本良三／佐

治晋

原題ハ（空欄ママ）
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

一部
利用 ― ―

12 34163 朝彦親王行実資料12 御行実編輯料 御手日記10　明治７年 久邇宮家 副総裁子爵藤
波言忠

大正14年
５月 有田利雄 ―

原題ハ（空欄ママ）
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

一部
利用 ― ―

13 34164 朝彦親王行実資料13 御行実編輯料 御手日記11　明治８年 久邇宮家 副総裁子爵藤
波言忠

大正14年
５月 有田利雄 ―

原題ハ（空欄ママ）
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

一部
利用 ― ―

14 34165 朝彦親王行実資料14 御行実編輯料 御手日記12　明治９年 久邇宮家 副総裁子爵藤
波言忠

大正14年
５月 有田利雄 森裕

原題ハ（空欄ママ）
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

一部
利用 ― ―

15 34166 朝彦親王行実資料15 御行実編輯料 御手日記13　明治10年 久邇宮家 副総裁子爵藤
波言忠

大正14年
４月 有田利雄 ― 表題ハ昭和三年四月二十日、三上編修官長他合議ノ上、定メタルモノナリ、

原題ハ（空欄ママ）
一部
利用 ― ―

16 34167 朝彦親王行実資料16 御行実編輯料 御手日記14　明治11年 久邇宮家 副総裁子爵藤
波言忠

大正14年
５月 有田利雄 前田政徳 外

原題ハ（空欄ママ）
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

一部
利用 ― ―

17 34168 朝彦親王行実資料17 御行実編輯料 御手日記15　明治12年 久邇宮家 副総裁子爵藤
波言忠

大正14年
５月 有田利雄 ―

原題ハ（空欄ママ）
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

一部
利用 ― ―

18 34169 朝彦親王行実資料18 御行実編輯料 御手日記16　明治13年 久邇宮家 副総裁子爵藤
波言忠

大正14年
５月 有田利雄 佐治晋

原題ハ（空欄ママ）
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

一部
利用 ― ―

19 34170 朝彦親王行実資料19 御行実編輯料 御手日記17　明治14年 久邇宮家 副総裁子爵藤
波言忠

大正14年
５月 有田利雄 ―

原題ハ（空欄ママ）
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

一部
利用 ― ―

20 34171 朝彦親王行実資料20 御行実編輯料１ 文久二、三年御草稿類 久邇宮家 ― ― 筆生堀田善慶 筆耕名越常一
原題ハ「御行実編輯料　文久二、三年御草稿類一」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-１-１）

御行実編輯料１　御
草稿類

大正13年
３月８日 購入

21 34172 朝彦親王行実資料21 御行実編輯料２ 文久二、三年粟田御代御書簡 久邇宮家 ― ― 筆生堀元恭 名越常一
原題ハ「御行実編輯料　文久二、三年粟田御代書簡　二」ナリ
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長以下協議ノ結果、表
題ノ如ク改定セルモノナリ、

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-１-２）

御行実編輯料２　粟
田御時代御書簡

大正13年
３月24日 購入

22 34173 朝彦親王行実資料22 御行実編輯料３ 文久二年　相国寺御代御書簡 久邇宮家 ― ― 筆生堀元恭 名越常一
原題ハ「御行実編輯料　相国寺御代書簡　文久二年　三」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-１-３）

御行実編輯料３　相
国寺御代御書簡

大正―年
―月―日 購入
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【表③】　臨帝本と維新史料引継本の対応関係

識別番号 資料名 原題・内容 台本出所 採集人名 採集年月 校　正 謄写人名 備考欄 利用
制限 維新史料編纂会の写本 維新史料引継本

のスタンプ 備考

1 34152 朝彦親王行実資料１ 御行実編輯料 目録　甲 久邇宮家 ― ― 雇佐藤威徳 筆生織部辰雄
原題ハ「御行実編輯料　目録甲」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用 ― ―

2 34153 朝彦親王行実資料２ 御行実編輯料 目録　乙 久邇宮家 ― ― 雇佐藤威徳 筆生鈴木為太
郎

原題ハ「御行実編輯料　目録乙」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用 ― ―

3 34154 朝彦親王行実資料３ 御行実編輯料 御手日記１　
元治元年７月15日～10月１日 久邇宮家 ― ― ― ―

原題ハ「（空欄ママ）
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-２-１）

御手日記１（元治元
年）

大正13年
３月８日 購入

4 34155 朝彦親王行実資料４ 御行実編輯料 御手日記２　
慶応元年正月１日～６月29日 久邇宮家 ― ― ― ―

原題ハ「御行実編輯料　御手日記　貳」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-２-２）

御手日記２（元治二
年）

大正13年
３月８日 購入

5 34156 朝彦親王行実資料５ 御行実編輯料 御手日記３　
慶応元年７月１日～12月29日 久邇宮家 ― ― ― ―

原題ハ（空欄ママ）
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-２-３）

御手日記３（慶応元
年）

大正13年
３月８日 購入

6 34157 朝彦親王行実資料６ 御行実編輯料 御手日記４　
慶応２年正月１日～５月29日 久邇宮家 ― ― ― ―

原題ハ（空欄ママ）
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-２-４）

御手日記４（慶応二
年）

大正13年
３月８日 購入

7 34158 朝彦親王行実資料７ 御行実編輯料 御手日記５　
慶応２年６月１日～12月晦日 久邇宮家 ― ― ― ―

原題ハ（空欄ママ）
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-２-５）

御行実編輯料御手日
記５

大正13年
３月８日 購入

8 34159 朝彦親王行実資料８ 御行実編輯料 御手日記６　
慶応３年正月１日～５月29日 久邇宮家 ― ― ― ―

原題ハ（空欄ママ）
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-２-６）

御手日記６（慶応三
年）

大正13年
３月８日 購入

（１丁目挟み
込み）「（朱書）
臨時編修局ニ
於て貸写」／
御手日記　六」

9 34160 朝彦親王行実資料９ 御行実編輯料 御手日記７　
慶応３年６月１日～９月29日 久邇宮家 ― ― ― ―

原題ハ（空欄ママ）
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-２-７）

御手日記７（慶応三
年）

大正13年
３月８日 購入

（１丁目挟み
込み）「（朱書）
臨時編修局ニ
て貸写ノ分」
／御手日記　
七　但」

10 34161 朝彦親王行実資料10 御行実編輯料 御手日記８　明治５年 久邇宮家 副総裁子爵藤
波言忠

大正14年
４月 有田利雄 佐治為善

原題ハ（空欄ママ）
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用 ― ―

11 34162 朝彦親王行実資料11 御行実編輯料 御手日記９　明治６年 久邇宮家 副総裁子爵藤
波言忠

大正14年
４月 有田利雄 尾本良三／佐

治晋

原題ハ（空欄ママ）
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

一部
利用 ― ―

12 34163 朝彦親王行実資料12 御行実編輯料 御手日記10　明治７年 久邇宮家 副総裁子爵藤
波言忠

大正14年
５月 有田利雄 ―

原題ハ（空欄ママ）
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

一部
利用 ― ―

13 34164 朝彦親王行実資料13 御行実編輯料 御手日記11　明治８年 久邇宮家 副総裁子爵藤
波言忠

大正14年
５月 有田利雄 ―

原題ハ（空欄ママ）
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

一部
利用 ― ―

14 34165 朝彦親王行実資料14 御行実編輯料 御手日記12　明治９年 久邇宮家 副総裁子爵藤
波言忠

大正14年
５月 有田利雄 森裕

原題ハ（空欄ママ）
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

一部
利用 ― ―

15 34166 朝彦親王行実資料15 御行実編輯料 御手日記13　明治10年 久邇宮家 副総裁子爵藤
波言忠

大正14年
４月 有田利雄 ― 表題ハ昭和三年四月二十日、三上編修官長他合議ノ上、定メタルモノナリ、

原題ハ（空欄ママ）
一部
利用 ― ―

16 34167 朝彦親王行実資料16 御行実編輯料 御手日記14　明治11年 久邇宮家 副総裁子爵藤
波言忠

大正14年
５月 有田利雄 前田政徳 外

原題ハ（空欄ママ）
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

一部
利用 ― ―

17 34168 朝彦親王行実資料17 御行実編輯料 御手日記15　明治12年 久邇宮家 副総裁子爵藤
波言忠

大正14年
５月 有田利雄 ―

原題ハ（空欄ママ）
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

一部
利用 ― ―

18 34169 朝彦親王行実資料18 御行実編輯料 御手日記16　明治13年 久邇宮家 副総裁子爵藤
波言忠

大正14年
５月 有田利雄 佐治晋

原題ハ（空欄ママ）
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

一部
利用 ― ―

19 34170 朝彦親王行実資料19 御行実編輯料 御手日記17　明治14年 久邇宮家 副総裁子爵藤
波言忠

大正14年
５月 有田利雄 ―

原題ハ（空欄ママ）
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

一部
利用 ― ―

20 34171 朝彦親王行実資料20 御行実編輯料１ 文久二、三年御草稿類 久邇宮家 ― ― 筆生堀田善慶 筆耕名越常一
原題ハ「御行実編輯料　文久二、三年御草稿類一」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-１-１）

御行実編輯料１　御
草稿類

大正13年
３月８日 購入

21 34172 朝彦親王行実資料21 御行実編輯料２ 文久二、三年粟田御代御書簡 久邇宮家 ― ― 筆生堀元恭 名越常一
原題ハ「御行実編輯料　文久二、三年粟田御代書簡　二」ナリ
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長以下協議ノ結果、表
題ノ如ク改定セルモノナリ、

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-１-２）

御行実編輯料２　粟
田御時代御書簡

大正13年
３月24日 購入

22 34173 朝彦親王行実資料22 御行実編輯料３ 文久二年　相国寺御代御書簡 久邇宮家 ― ― 筆生堀元恭 名越常一
原題ハ「御行実編輯料　相国寺御代書簡　文久二年　三」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-１-３）

御行実編輯料３　相
国寺御代御書簡

大正―年
―月―日 購入
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識別番号 資料名 原題・内容 台本出所 採集人名 採集年月 校　正 謄写人名 備考欄 利用
制限 維新史料編纂会の写本 維新史料引継本

のスタンプ 備考

23 34174 朝彦親王行実資料23 御行実編輯料４ 文久三年　中川宮御代御書類 久邇宮家 ― ― 筆生堀元恭 名越常一
原題ハ「御行実編輯料　中川宮御代御書類　四」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-１-４）

御行実編輯料４　中
川宮御代御書類

大正13年
３月25日 購入

24 34175 朝彦親王行実資料24 御行実編輯料５ 御返事類其他 久邇宮家 ― ― 筆生堀元恭 名越常一
原題ハ「御行実編輯料　御返事類其他　五」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-１-５）

御行実編輯料５　御
返事類其他

大正13年
４月20日 ―

25 34176 朝彦親王行実資料25 御行実編輯料６ 文久三年　意見書類 久邇宮家 ― ― 筆生堀元恭 名越常一
原題ハ「御行実編輯料　意見書類　文久三年　六」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-１-６）

御行実編輯料６　意
見書類

大正13年
４月30日

本会
作製

26 34177 朝彦親王行実資料26 御行実編輯料７ 天皇勘文其他　元治甲子御書
面類 久邇宮家 ― ― 筆生堀元恭 名越常一

原題ハ「御行実編輯料　天皇勘文其他、元治甲子御書面類　七」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-１-７）

御行実編輯料７　天
皇勘文其他・元治甲
子御書面類

大正13年
３月25日 購入

27 34178 朝彦親王行実資料27 御行実編輯料８ 慶応元乙丑勘文類・同春夏書
面類・同諸向書通 久邇宮家 ― ― 筆生堀元恭 名越常一

原題ハ「御行実編輯料　慶応元乙丑勘文類／仝　春夏書面類／仝　諸向
書通　八」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-１-８）

御行実編輯料８　慶
応元乙丑勘文類・同
春夏書面類・同諸向
書通

大正13年
３月25日 購入

28 34179 朝彦親王行実資料28 御行実編輯料９ 慶応元乙丑秋七、八、九月分
書面類 久邇宮家 ― ― 堀元恭 名越常一

原題ハ「御行実編輯料　慶応元乙丑秋七月八、九月分書面類　九」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-１-９）

御行実編輯料９　慶
応元乙丑秋七、八、
九月分書面類

大正13年
３月25日 購入

29 34180 朝彦親王行実資料29 御行実編輯料10
慶応元乙丑秋三ヶ月諸向書
通・同二丙寅従八月朔諸書付
類

久邇宮家 ― ― 筆生堀元恭 名越常一

原題ハ「御行実編輯料　慶応元乙丑秋三ヶ月諸向書通／仝二年丙寅従八
月朔諸書附類　十」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-１-10）

御行実編輯料10　慶
応元乙丑秋三ヶ月書
向書通入

大正13年
３月25日 購入

30 34181 朝彦親王行実資料30 御行実編輯料11 慶応元乙丑十月御書面類 久邇宮家 ― ― 筆生堀元恭 名越常一
原題ハ「御行実編輯料　慶応元乙丑十月御書面類　十一」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-１-11）

御行実編輯料11　慶
応元乙丑十月御書面
類

大正13年
３月24日 購入

31 34182 朝彦親王行実資料31 御行実編輯料12 慶応元乙丑十月御書付類 久邇宮家 ― ― 筆生堀元恭 名越常一
原題ハ「御行実編輯料　慶応元乙丑十月御書付類　十二」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-１-12）

御行実編輯料12　慶
応元乙丑十月御書付
類

大正13年
３月25日 購入

32 34183 朝彦親王行実資料32 御行実編輯料13 慶応元乙丑十一月十二月書付類・書面類 久邇宮家 ― ― 筆生堀元恭 名越常一
原題ハ「御行実編輯料　慶応元乙丑十一月十二月書付類・書面類　十三」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-１-13）

御行実編輯料13　慶
応元乙丑十一月・十
二月書付類・同書面
類

大正13年
３月25日 購入

33 34184 朝彦親王行実資料33 御行実編輯料14 慶応元乙丑外国風聞書其他 久邇宮家 ― ― 雇林英吉 名越常一
原題ハ「御行実編輯料　慶応元乙丑　外国風聞書其他 十四」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス

全部
利用 ― ―

34 34185 朝彦親王行実資料34 御行実編輯料15 慶応二年御書面及書付類 上 久邇宮家 ― ― 筆生堀元恭／
雇林英吉

名越常一（前
半）／筆生　
佐治為善（後
半）

原題ハ「御行実編輯料　慶応二年御書面及書附類　上 十五」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-１-14）

御行実編輯料15　慶
応二年御書面及書付
類上

大正13年
４月30日

本会
作製

35 34186 朝彦親王行実資料35 御行実編輯料16 慶応二年御書面及書付類 下 久邇宮家 ― ― ― 筆生尾本良三
原題ハ「御行実編輯料　慶応二年御書面及書附類　下 十六」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-１-15）

御行実編輯料16　慶
応二年御書面及書付
類下

大正13年
５月31日

本会
作製

36 34187 朝彦親王行実資料36 御行実編輯料17 慶応三年御書面及書付類 上 久邇宮家 ― ― 雇林英吉 筆生堀元恭
原題ハ「御行実編輯料　慶応三年丁卯御書面及書附類 上　十七」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-１-16）

御行実編輯料17　慶
応三年御書面及書付
類上

大正13年
４月30日

本会
作製

37 34188 朝彦親王行実資料37 御行実編輯料18 慶応三年御書面及書付類　下 久邇宮家 ― ― 雇有田利雄 筆生清水文治
原題ハ「御行実編輯料　慶応三年御書面及書附類　下 十八」也
昭和三年四月廿日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題ノ
如ク改定セルモノ也

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-１-17）

御行実編輯料18　慶
応三年御書面及書付
類下

大正13年
６月30日

本会
作製

38 34189 朝彦親王行実資料38 御行実編輯料19 旧無印御袋入御書類（第一） 久邇宮家 ― ― ― 筆生清水文治
原題ハ「御行実編輯料　旧無印御袋入御書類（第一） 十九」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-１-18）

御行実編輯料19　旧
無印御袋入御書類
（第一）

大正13年
４月30日

本会
作製

39 34190 朝彦親王行実資料39 御行実編輯料20 旧無印御袋入御書類（第二 上）元治元年 久邇宮家 ― ― ― 筆生清水文治
原題ハ「御行実編輯料　旧無印御袋入御書類（第二　上）　二十」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-１-19）

御行実編輯料20　旧
無印御袋入御書類
（第二　上）

大正13年
４月30日

本会
作製

40 34191 朝彦親王行実資料40 御行実編輯料21 旧無印御袋入御書類（第二 下） 久邇宮家 ― ― 雇林英吉／筆
生堀元恭 筆耕白井徳士

原題ハ「御行実編輯料　旧無印御袋入御書類（第二　下）　廿一」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-１-20）

御行実編輯料21　旧
無印御袋入御書類
（第二　下）

大正13年
５月30日

本会
作製

41 34192 朝彦親王行実資料41 御行実編輯料22 旧無印御袋入御書類（第三）文久二年 久邇宮家 ― ― 筆生堀元恭 筆耕榎元半重
原題ハ「御行実編輯料　旧無印御袋入御書類（第三）文久二年分　廿二」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-１-21）

御行実編輯料22　旧
無印御袋入御書類
（第三）

大正13年
５月31日

本会
作製

42 34193 朝彦親王行実資料42 御行実編輯料23 旧無印御袋入御書類（第四） 久邇宮家 ― ― 筆生堀元恭 筆耕榎元半重
原題ハ「御行実編輯料　旧無印御袋入御書類（第四）廿三」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-１-22）

御行実編輯料23　旧
無印御袋入御書類
（第四）

大正13年
４月30日

本会
作製

43 34194 朝彦親王行実資料43 御行実編輯料24 旧無印御袋入御書類（第五）文久三、元治元年 久邇宮家 ― ― 雇林英吉 筆耕榎元半重
原題ハ「御行実編輯料　旧無印御袋入御書類（第五）廿二（ママ）」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-１-23）

御行実編輯料24　旧
無印御袋入御書類
（第五）

大正13年
４月30日

本会
作製

44 34195 朝彦親王行実資料44 御行実編輯料25 旧無印御袋入御書類（第六） 久邇宮家 ― ― ― ―
原題ハ「御行実編輯料　旧無印御袋入御書類（第六）廿五」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-１-24）

御行実編輯料25　旧
無印御袋入御書類
（第六）

大正13年
５月30日

本会
作製

45 34196 朝彦親王行実資料45 御行実編輯料26 旧無印御袋入御書類（第七） 久邇宮家 ― ― ― 筆生河野通史
原題ハ「御行実編輯料　旧無印御袋入御書類（第七）廿六」ナリ
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-１-25）

御行実編輯料26　旧
無印御袋入御書類
（第七）

大正13年
５月31日

本会
作製
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23 34174 朝彦親王行実資料23 御行実編輯料４ 文久三年　中川宮御代御書類 久邇宮家 ― ― 筆生堀元恭 名越常一
原題ハ「御行実編輯料　中川宮御代御書類　四」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-１-４）

御行実編輯料４　中
川宮御代御書類

大正13年
３月25日 購入

24 34175 朝彦親王行実資料24 御行実編輯料５ 御返事類其他 久邇宮家 ― ― 筆生堀元恭 名越常一
原題ハ「御行実編輯料　御返事類其他　五」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-１-５）

御行実編輯料５　御
返事類其他

大正13年
４月20日 ―

25 34176 朝彦親王行実資料25 御行実編輯料６ 文久三年　意見書類 久邇宮家 ― ― 筆生堀元恭 名越常一
原題ハ「御行実編輯料　意見書類　文久三年　六」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-１-６）

御行実編輯料６　意
見書類

大正13年
４月30日

本会
作製

26 34177 朝彦親王行実資料26 御行実編輯料７ 天皇勘文其他　元治甲子御書
面類 久邇宮家 ― ― 筆生堀元恭 名越常一

原題ハ「御行実編輯料　天皇勘文其他、元治甲子御書面類　七」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-１-７）

御行実編輯料７　天
皇勘文其他・元治甲
子御書面類

大正13年
３月25日 購入

27 34178 朝彦親王行実資料27 御行実編輯料８ 慶応元乙丑勘文類・同春夏書
面類・同諸向書通 久邇宮家 ― ― 筆生堀元恭 名越常一

原題ハ「御行実編輯料　慶応元乙丑勘文類／仝　春夏書面類／仝　諸向
書通　八」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-１-８）

御行実編輯料８　慶
応元乙丑勘文類・同
春夏書面類・同諸向
書通

大正13年
３月25日 購入

28 34179 朝彦親王行実資料28 御行実編輯料９ 慶応元乙丑秋七、八、九月分
書面類 久邇宮家 ― ― 堀元恭 名越常一

原題ハ「御行実編輯料　慶応元乙丑秋七月八、九月分書面類　九」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-１-９）

御行実編輯料９　慶
応元乙丑秋七、八、
九月分書面類

大正13年
３月25日 購入

29 34180 朝彦親王行実資料29 御行実編輯料10
慶応元乙丑秋三ヶ月諸向書
通・同二丙寅従八月朔諸書付
類

久邇宮家 ― ― 筆生堀元恭 名越常一

原題ハ「御行実編輯料　慶応元乙丑秋三ヶ月諸向書通／仝二年丙寅従八
月朔諸書附類　十」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-１-10）

御行実編輯料10　慶
応元乙丑秋三ヶ月書
向書通入

大正13年
３月25日 購入

30 34181 朝彦親王行実資料30 御行実編輯料11 慶応元乙丑十月御書面類 久邇宮家 ― ― 筆生堀元恭 名越常一
原題ハ「御行実編輯料　慶応元乙丑十月御書面類　十一」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-１-11）

御行実編輯料11　慶
応元乙丑十月御書面
類

大正13年
３月24日 購入

31 34182 朝彦親王行実資料31 御行実編輯料12 慶応元乙丑十月御書付類 久邇宮家 ― ― 筆生堀元恭 名越常一
原題ハ「御行実編輯料　慶応元乙丑十月御書付類　十二」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-１-12）

御行実編輯料12　慶
応元乙丑十月御書付
類

大正13年
３月25日 購入

32 34183 朝彦親王行実資料32 御行実編輯料13 慶応元乙丑十一月十二月書付
類・書面類 久邇宮家 ― ― 筆生堀元恭 名越常一

原題ハ「御行実編輯料　慶応元乙丑十一月十二月書付類・書面類　十三」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-１-13）

御行実編輯料13　慶
応元乙丑十一月・十
二月書付類・同書面
類

大正13年
３月25日 購入

33 34184 朝彦親王行実資料33 御行実編輯料14 慶応元乙丑外国風聞書其他 久邇宮家 ― ― 雇林英吉 名越常一
原題ハ「御行実編輯料　慶応元乙丑　外国風聞書其他 十四」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス

全部
利用 ― ―

34 34185 朝彦親王行実資料34 御行実編輯料15 慶応二年御書面及書付類 上 久邇宮家 ― ― 筆生堀元恭／
雇林英吉

名越常一（前
半）／筆生　
佐治為善（後
半）

原題ハ「御行実編輯料　慶応二年御書面及書附類　上 十五」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-１-14）

御行実編輯料15　慶
応二年御書面及書付
類上

大正13年
４月30日

本会
作製

35 34186 朝彦親王行実資料35 御行実編輯料16 慶応二年御書面及書付類 下 久邇宮家 ― ― ― 筆生尾本良三
原題ハ「御行実編輯料　慶応二年御書面及書附類　下 十六」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-１-15）

御行実編輯料16　慶
応二年御書面及書付
類下

大正13年
５月31日

本会
作製

36 34187 朝彦親王行実資料36 御行実編輯料17 慶応三年御書面及書付類 上 久邇宮家 ― ― 雇林英吉 筆生堀元恭
原題ハ「御行実編輯料　慶応三年丁卯御書面及書附類 上　十七」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-１-16）

御行実編輯料17　慶
応三年御書面及書付
類上

大正13年
４月30日

本会
作製

37 34188 朝彦親王行実資料37 御行実編輯料18 慶応三年御書面及書付類　下 久邇宮家 ― ― 雇有田利雄 筆生清水文治
原題ハ「御行実編輯料　慶応三年御書面及書附類　下 十八」也
昭和三年四月廿日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題ノ
如ク改定セルモノ也

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-１-17）

御行実編輯料18　慶
応三年御書面及書付
類下

大正13年
６月30日

本会
作製

38 34189 朝彦親王行実資料38 御行実編輯料19 旧無印御袋入御書類（第一） 久邇宮家 ― ― ― 筆生清水文治
原題ハ「御行実編輯料　旧無印御袋入御書類（第一） 十九」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-１-18）

御行実編輯料19　旧
無印御袋入御書類
（第一）

大正13年
４月30日

本会
作製

39 34190 朝彦親王行実資料39 御行実編輯料20 旧無印御袋入御書類（第二 上）
元治元年 久邇宮家 ― ― ― 筆生清水文治

原題ハ「御行実編輯料　旧無印御袋入御書類（第二　上）　二十」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-１-19）

御行実編輯料20　旧
無印御袋入御書類
（第二　上）

大正13年
４月30日

本会
作製

40 34191 朝彦親王行実資料40 御行実編輯料21 旧無印御袋入御書類（第二 下） 久邇宮家 ― ― 雇林英吉／筆
生堀元恭 筆耕白井徳士

原題ハ「御行実編輯料　旧無印御袋入御書類（第二　下）　廿一」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-１-20）

御行実編輯料21　旧
無印御袋入御書類
（第二　下）

大正13年
５月30日

本会
作製

41 34192 朝彦親王行実資料41 御行実編輯料22 旧無印御袋入御書類（第三）
文久二年 久邇宮家 ― ― 筆生堀元恭 筆耕榎元半重

原題ハ「御行実編輯料　旧無印御袋入御書類（第三）文久二年分　廿二」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-１-21）

御行実編輯料22　旧
無印御袋入御書類
（第三）

大正13年
５月31日

本会
作製

42 34193 朝彦親王行実資料42 御行実編輯料23 旧無印御袋入御書類（第四） 久邇宮家 ― ― 筆生堀元恭 筆耕榎元半重
原題ハ「御行実編輯料　旧無印御袋入御書類（第四）廿三」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-１-22）

御行実編輯料23　旧
無印御袋入御書類
（第四）

大正13年
４月30日

本会
作製

43 34194 朝彦親王行実資料43 御行実編輯料24 旧無印御袋入御書類（第五）
文久三、元治元年 久邇宮家 ― ― 雇林英吉 筆耕榎元半重

原題ハ「御行実編輯料　旧無印御袋入御書類（第五）廿二（ママ）」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-１-23）

御行実編輯料24　旧
無印御袋入御書類
（第五）

大正13年
４月30日

本会
作製

44 34195 朝彦親王行実資料44 御行実編輯料25 旧無印御袋入御書類（第六） 久邇宮家 ― ― ― ―
原題ハ「御行実編輯料　旧無印御袋入御書類（第六）廿五」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-１-24）

御行実編輯料25　旧
無印御袋入御書類
（第六）

大正13年
５月30日

本会
作製

45 34196 朝彦親王行実資料45 御行実編輯料26 旧無印御袋入御書類（第七） 久邇宮家 ― ― ― 筆生河野通史
原題ハ「御行実編輯料　旧無印御袋入御書類（第七）廿六」ナリ
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-１-25）

御行実編輯料26　旧
無印御袋入御書類
（第七）

大正13年
５月31日

本会
作製



東京大学史料編纂所研究紀要　第30号　2020年３月　（　 ）118

識別番号 資料名 原題・内容 台本出所 採集人名 採集年月 校　正 謄写人名 備考欄 利用
制限 維新史料編纂会の写本 維新史料引継本

のスタンプ 備考

46 34197 朝彦親王行実資料46 御行実編輯料27 旧無印御袋入御書類（第八） 久邇宮家 ― ― 雇林英吉 タイピスト寺
沢光枝

原題ハ「御行実編輯料　旧無印御袋入御書類（第八）廿七」ナリ
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-１-26）

御行実編輯料27　旧
無印御袋入御書類
（第八）

大正13年
５月31日

本会
作製

47 34198 朝彦親王行実資料47 御行実編輯料28
黒塗御紋付文箱　御遷冤ニ係
ル書類其他　御宸翰御請書　
明治六年十一月御日記

久邇宮家 ― ― 筆生堀元恭 筆耕白井徳士

原題ハ「御行実編輯料　黒塗御紋付文箱／御冤遷ニ係ル書類其他／（朱
書）「御宸翰御請書　明治六年十一月御日記」　廿八」ナリ
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-１-27）

御行実編輯料28　黒
塗御紋付文箱／御冤
遷ニ係ル書類其他

大正13年
５月31日

本会
作製

48 34199 朝彦親王行実資料48 御行実編輯料29 黒塗拾六菊御紋付御書類（乙）御履歴 久邇宮家 ― ― 雇有田利雄 筆耕榎元半重
原題ハ「御行実編輯料　黒塗拾六菊御紋付御書類（乙）御履歴　廿九」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用 ― ―

49 34200 朝彦親王行実資料49 御行実編輯料30 旧紫縮緬御包中御書類元治・慶応元 久邇宮家 ― ― 筆生堀元恭 筆生織部辰雄
原題ハ「御行実編輯料　旧紫縮緬御包中御書類　元治 慶応元　三十」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-１-28）

御行実編輯料30　旧
紫縮緬御包中御書類

大正13年
６月30日

本会
作製

50 34201 朝彦親王行実資料50 御行実編輯料31 旧無袋御書類其他合本 久邇宮家 ― ― 雇林英吉

タイプライタ
分 寺沢光枝
／筆写分佐治
為善

原題ハ「御行実編輯料　旧無袋御書類其他合本　卅一」ナリ
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-１-29）

御行実編輯料31　旧
無袋御書類其他合本

大正13年
７月29日

本会
作製

51 34202 朝彦親王行実資料51 御行実編輯料32 御冤遷ニ関スル目賀田栄取調書 久邇宮家 ― ―
臨時帝室編修
官補　熊谷小
鷹

筆耕久木田龍
太郎

原題ハ「御行実編輯料　御冤遷ニ関スル目賀田栄取調書　卅二」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-１-30）

御行実編輯料32　御
冤遷ニ関スル目賀田
栄取調書

大正13年
５月31日

本会
作製

52 34203 朝彦親王行実資料52 御行実編輯料33 桜風聞 久邇宮家 ― ― 雇林英吉 筆耕榎元半重
原題ハ「御行実編輯料　桜風聞　卅三」ナリ
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用 ― ―

53 34204 朝彦親王行実資料53 御行実編輯料34 山田時章談話 久邇宮家 ― ― 雇林英吉 筆耕白井徳士
原題ハ「御行実編輯料　山田時章談話　卅四」ナリ
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-１-31）

御行実編輯料34　山
田時章談話

大正13年
５月31日

本会
作製

54 34205 朝彦親王行実資料54 御行実編輯料35 滝澤清談話 久邇宮家 ― ― 筆生堀元恭 筆耕白井徳士
原題ハ「御行実編輯料　滝沢清談話　卅五」ナリ
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-１-32）

御行実編輯料35　滝
沢清談話

大正13年
５月31日

本会
作製

55 34206 朝彦親王行実資料55 御行実編輯料36 鶴印御文箱御書類（甲） 久邇宮家 ― ― 筆生堀元恭 筆耕榎元半重
原題ハ「御行実編輯料　鶴印御文箱御書類（甲）　卅六」ナリ
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-１-33）

御行実編輯料36　鶴
印御文箱御書類甲

大正13年
７月29日

本会
作製

56 34207 朝彦親王行実資料56 御行実編輯料37 鶴印御文箱御書類（乙） 久邇宮家 ― ― 雇林英吉 筆耕白井徳士
原題ハ「御行実編輯料　鶴印御文箱御書類（乙）　卅七」ナリ
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-１-34）

御行実編輯料37　鶴
印御文箱御書類乙

大正13年
７月29日

本会
作製

57 34208 朝彦親王行実資料57 御行実編輯料38 黒塗御紋付拾六菊御書類（甲） 久邇宮家 副総裁子爵藤
波言忠

大正14年
４月 有田利雄 前田政徳　外

原題ハ「御行実編輯料　黒塗御紋付十六菊御書類（甲） 卅八」ナリ
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用 ― ―

58 34209 朝彦親王行実資料58 御行実編輯料39 黒塗御紋付文箱宸翰其他 久邇宮家 ― ―
臨時帝室編修
官補　永井直
邦

筆耕榎元半重

原題ハ「御行実編輯料　黒塗御紋付文箱御宸翰其他　会津島津ヘ賜ハル
モノ　卅九」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-１-35）

御行実編輯料39　黒
塗御紋付文箱／御宸
翰其他

大正13年
７月29日

本会
作製

59 34210 朝彦親王行実資料59 御行実編輯料40
明治二十二・二十三年　御東
上日記及熱田神宮御改造始末
書

久邇宮家 副総裁子爵藤
波言忠

大正14年
５月 有田利雄 ―

原題ハ「御行実編輯料　御東上日記及熱田神宮御改造始末書　四十」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

一部
利用 ― ―

60 34211 朝彦親王行実資料59 御行実編輯料40
明治二十二・二十三年　御東
上日記及熱田神宮御改造始末
書

久邇宮家 ― ― 雇林英吉 筆耕白井徳士
原題ハ「御行実編輯料　御東上日記及熱田神宮御改造始末書　四十」ナリ
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

一部
利用 ― ―

61 34212 朝彦親王行実資料60 御行実編輯料41 伊勢熱田ニ関スル神祇官再興書類 久邇宮家 副総裁子爵藤
波言忠

大正14年
４月 有田利雄 梁瀬保一

原題ハ「御行実編輯料　伊勢熱田ニ関スル神祇官再興書類　四十一」ナリ
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用 ― ―

62 34213 朝彦親王行実資料61 御行実編輯料42 尊祖亀鑑（甲） 久邇宮家 副総裁子爵藤
波言忠

大正14年
４月 有田利雄 ―

原題ハ「御行実編輯料　尊祖亀鑑（甲）　四十二」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用 ― ―

63 34214 朝彦親王行実資料62 御行実編輯料43 尊祖亀鑑附録（乙） 久邇宮家 副総裁子爵藤
波言忠

大正14年
２月 有田利雄 岡山常治郎／

佐冶晋

原題ハ「御行実編輯料　尊祖亀鑑　附録（乙）　四十三」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用 ― ―

64 34215 朝彦親王行実資料62 御行実編輯料43 尊祖亀鑑附録（乙） 久邇宮家 ― ― 雇林英吉 筆耕白井徳士
原題ハ「御行実編輯料　尊祖亀鑑（乙）　四十三」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長以下協議ノ結果、表
題ノ如ク改定セラレタリ、

全部
利用 ― ―

65 34216 朝彦親王行実資料63 御行実編輯料44 田中宮内大臣・目賀田栄対問答其他 久邇宮家 ― ― 雇林英吉
筆生齋藤諒次
郎／筆耕白井
徳士

原題「御行実編輯料　田中宮内大臣・目賀田栄対問答其他　四十四」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-１-36）

御行実編輯料44　田
中宮内大臣目加田栄
対問答其他

大正13年
５月31日

本会
作製

66 34217 朝彦親王行実資料64 御行実編輯料44ノ下 朝彦親王御冤遷始末 久邇宮家 ― ― 雇有田利雄 筆耕白井徳士
原題ハ「御行実編輯料　朝彦親王御冤遷始末　四十四ノ下」ナリ
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定セリ、

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-１-37）

御行実編輯料44下　
朝彦親王御冤遷始末

大正13年
５月31日

本会
作製

67 34218 朝彦親王行実資料65 御行実編輯料45 文久三年癸亥 久邇宮家 ― ― 雇有田利雄 筆生堀元恭
原題ハ「御行実編輯料　文久三年癸亥　四十五」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定セリ、

全部
利用 ― ―

68 34219 朝彦親王行実資料66 御行実編輯料46 文久三年癸亥　自十月七日至同三十日 久邇宮家 ― ― 雇林英吉 筆耕榎元半重

原題ハ「御行実編輯料　文久三年癸亥／自十月七日／至仝卅日　四十六」
ナリ
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用 ― ―
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識別番号 資料名 原題・内容 台本出所 採集人名 採集年月 校　正 謄写人名 備考欄 利用
制限 維新史料編纂会の写本 維新史料引継本

のスタンプ 備考

46 34197 朝彦親王行実資料46 御行実編輯料27 旧無印御袋入御書類（第八） 久邇宮家 ― ― 雇林英吉 タイピスト寺
沢光枝

原題ハ「御行実編輯料　旧無印御袋入御書類（第八）廿七」ナリ
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-１-26）

御行実編輯料27　旧
無印御袋入御書類
（第八）

大正13年
５月31日

本会
作製

47 34198 朝彦親王行実資料47 御行実編輯料28
黒塗御紋付文箱　御遷冤ニ係
ル書類其他　御宸翰御請書　
明治六年十一月御日記

久邇宮家 ― ― 筆生堀元恭 筆耕白井徳士

原題ハ「御行実編輯料　黒塗御紋付文箱／御冤遷ニ係ル書類其他／（朱
書）「御宸翰御請書　明治六年十一月御日記」　廿八」ナリ
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-１-27）

御行実編輯料28　黒
塗御紋付文箱／御冤
遷ニ係ル書類其他

大正13年
５月31日

本会
作製

48 34199 朝彦親王行実資料48 御行実編輯料29 黒塗拾六菊御紋付御書類（乙）
御履歴 久邇宮家 ― ― 雇有田利雄 筆耕榎元半重

原題ハ「御行実編輯料　黒塗拾六菊御紋付御書類（乙）御履歴　廿九」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用 ― ―

49 34200 朝彦親王行実資料49 御行実編輯料30 旧紫縮緬御包中御書類
元治・慶応元 久邇宮家 ― ― 筆生堀元恭 筆生織部辰雄

原題ハ「御行実編輯料　旧紫縮緬御包中御書類　元治 慶応元　三十」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-１-28）

御行実編輯料30　旧
紫縮緬御包中御書類

大正13年
６月30日

本会
作製

50 34201 朝彦親王行実資料50 御行実編輯料31 旧無袋御書類其他合本 久邇宮家 ― ― 雇林英吉

タイプライタ
分 寺沢光枝
／筆写分佐治
為善

原題ハ「御行実編輯料　旧無袋御書類其他合本　卅一」ナリ
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-１-29）

御行実編輯料31　旧
無袋御書類其他合本

大正13年
７月29日

本会
作製

51 34202 朝彦親王行実資料51 御行実編輯料32 御冤遷ニ関スル目賀田栄取調
書 久邇宮家 ― ―

臨時帝室編修
官補　熊谷小
鷹

筆耕久木田龍
太郎

原題ハ「御行実編輯料　御冤遷ニ関スル目賀田栄取調書　卅二」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-１-30）

御行実編輯料32　御
冤遷ニ関スル目賀田
栄取調書

大正13年
５月31日

本会
作製

52 34203 朝彦親王行実資料52 御行実編輯料33 桜風聞 久邇宮家 ― ― 雇林英吉 筆耕榎元半重
原題ハ「御行実編輯料　桜風聞　卅三」ナリ
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用 ― ―

53 34204 朝彦親王行実資料53 御行実編輯料34 山田時章談話 久邇宮家 ― ― 雇林英吉 筆耕白井徳士
原題ハ「御行実編輯料　山田時章談話　卅四」ナリ
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-１-31）

御行実編輯料34　山
田時章談話

大正13年
５月31日

本会
作製

54 34205 朝彦親王行実資料54 御行実編輯料35 滝澤清談話 久邇宮家 ― ― 筆生堀元恭 筆耕白井徳士
原題ハ「御行実編輯料　滝沢清談話　卅五」ナリ
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-１-32）

御行実編輯料35　滝
沢清談話

大正13年
５月31日

本会
作製

55 34206 朝彦親王行実資料55 御行実編輯料36 鶴印御文箱御書類（甲） 久邇宮家 ― ― 筆生堀元恭 筆耕榎元半重
原題ハ「御行実編輯料　鶴印御文箱御書類（甲）　卅六」ナリ
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-１-33）

御行実編輯料36　鶴
印御文箱御書類甲

大正13年
７月29日

本会
作製

56 34207 朝彦親王行実資料56 御行実編輯料37 鶴印御文箱御書類（乙） 久邇宮家 ― ― 雇林英吉 筆耕白井徳士
原題ハ「御行実編輯料　鶴印御文箱御書類（乙）　卅七」ナリ
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-１-34）

御行実編輯料37　鶴
印御文箱御書類乙

大正13年
７月29日

本会
作製

57 34208 朝彦親王行実資料57 御行実編輯料38 黒塗御紋付拾六菊御書類（甲） 久邇宮家 副総裁子爵藤
波言忠

大正14年
４月 有田利雄 前田政徳　外

原題ハ「御行実編輯料　黒塗御紋付十六菊御書類（甲） 卅八」ナリ
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用 ― ―

58 34209 朝彦親王行実資料58 御行実編輯料39 黒塗御紋付文箱宸翰其他 久邇宮家 ― ―
臨時帝室編修
官補　永井直
邦

筆耕榎元半重

原題ハ「御行実編輯料　黒塗御紋付文箱御宸翰其他　会津島津ヘ賜ハル
モノ　卅九」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-１-35）

御行実編輯料39　黒
塗御紋付文箱／御宸
翰其他

大正13年
７月29日

本会
作製

59 34210 朝彦親王行実資料59 御行実編輯料40
明治二十二・二十三年　御東
上日記及熱田神宮御改造始末
書

久邇宮家 副総裁子爵藤
波言忠

大正14年
５月 有田利雄 ―

原題ハ「御行実編輯料　御東上日記及熱田神宮御改造始末書　四十」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

一部
利用 ― ―

60 34211 朝彦親王行実資料59 御行実編輯料40
明治二十二・二十三年　御東
上日記及熱田神宮御改造始末
書

久邇宮家 ― ― 雇林英吉 筆耕白井徳士
原題ハ「御行実編輯料　御東上日記及熱田神宮御改造始末書　四十」ナリ
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

一部
利用 ― ―

61 34212 朝彦親王行実資料60 御行実編輯料41 伊勢熱田ニ関スル神祇官再興
書類 久邇宮家 副総裁子爵藤

波言忠
大正14年
４月 有田利雄 梁瀬保一

原題ハ「御行実編輯料　伊勢熱田ニ関スル神祇官再興書類　四十一」ナリ
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用 ― ―

62 34213 朝彦親王行実資料61 御行実編輯料42 尊祖亀鑑（甲） 久邇宮家 副総裁子爵藤
波言忠

大正14年
４月 有田利雄 ―

原題ハ「御行実編輯料　尊祖亀鑑（甲）　四十二」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用 ― ―

63 34214 朝彦親王行実資料62 御行実編輯料43 尊祖亀鑑附録（乙） 久邇宮家 副総裁子爵藤
波言忠

大正14年
２月 有田利雄 岡山常治郎／

佐冶晋

原題ハ「御行実編輯料　尊祖亀鑑　附録（乙）　四十三」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用 ― ―

64 34215 朝彦親王行実資料62 御行実編輯料43 尊祖亀鑑附録（乙） 久邇宮家 ― ― 雇林英吉 筆耕白井徳士
原題ハ「御行実編輯料　尊祖亀鑑（乙）　四十三」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長以下協議ノ結果、表
題ノ如ク改定セラレタリ、

全部
利用 ― ―

65 34216 朝彦親王行実資料63 御行実編輯料44 田中宮内大臣・目賀田栄対問
答其他 久邇宮家 ― ― 雇林英吉

筆生齋藤諒次
郎／筆耕白井
徳士

原題「御行実編輯料　田中宮内大臣・目賀田栄対問答其他　四十四」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-１-36）

御行実編輯料44　田
中宮内大臣目加田栄
対問答其他

大正13年
５月31日

本会
作製

66 34217 朝彦親王行実資料64 御行実編輯料44
ノ下 朝彦親王御冤遷始末 久邇宮家 ― ― 雇有田利雄 筆耕白井徳士

原題ハ「御行実編輯料　朝彦親王御冤遷始末　四十四ノ下」ナリ
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定セリ、

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-１-37）

御行実編輯料44下　
朝彦親王御冤遷始末

大正13年
５月31日

本会
作製

67 34218 朝彦親王行実資料65 御行実編輯料45 文久三年癸亥 久邇宮家 ― ― 雇有田利雄 筆生堀元恭
原題ハ「御行実編輯料　文久三年癸亥　四十五」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定セリ、

全部
利用 ― ―

68 34219 朝彦親王行実資料66 御行実編輯料46 文久三年癸亥　
自十月七日至同三十日 久邇宮家 ― ― 雇林英吉 筆耕榎元半重

原題ハ「御行実編輯料　文久三年癸亥／自十月七日／至仝卅日　四十六」
ナリ
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用 ― ―
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69 34220 朝彦親王行実資料67 御行実編輯料47 文久三年癸亥　自十一月至十二月 久邇宮家 ― ― 雇有田利雄 筆耕久木田龍
太郎

原題ハ「御行実編輯料　文久三年癸亥／自十一月／至十二月　四十七」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果（空白
ママ）

全部
利用 ― ―

70 34221 朝彦親王行実資料68 御行実編輯料48 元治元年甲子　自正月至二月 久邇宮家 ― ― 筆生堀元恭 筆耕白井徳士
原題ハ「御行実編輯料　元治元年甲子自正月至二月　四十八」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用 ― ―

71 34222 朝彦親王行実資料69 御行実編輯料49 元治元年甲子　二月 久邇宮家 ― ― 雇林英吉
筆生齋藤諒次
郎／絵図筆生
福田熊五郎

原題ハ「御行実編輯料　元治元年甲子二月　四十九」ナリ
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用 ― ―

72 34223 朝彦親王行実資料70 御行実編輯料50 元治元年甲子　三月 久邇宮家 ― ― 筆生堀元恭
図　筆生福田
熊五郎／筆耕
白井徳士

原題ハ「御行実編輯料　元治元年甲子三月　五十」ナリ
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長以下協議ノ結果、表
題ノ如ク改定ス、

全部
利用 ― ―

73 34224 朝彦親王行実資料71 御行実編輯料51 元治元年甲子　自四月至五月 久邇宮家 ― ― 林英吉 久木田龍太郎
原題ハ「御行実編輯料　元治元年甲子／自四月／至五月　五十一」ナリ
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長以下協議ノ結果、表
題ノ如ク改定ス、

全部
利用 ― ―

74 34225 朝彦親王行実資料72 御行実編輯料52 元治元年甲子　自七月至八月 久邇宮家 ― ― 雇林英吉 白井徳士
原題ハ「御行実編輯料　元治元年甲子／自七月／至八月　五十二」ナリ
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用 ― ―

75 34226 朝彦親王行実資料73 御行実編輯料53 元治元年甲子　八月 久邇宮家 ― ― 雇林英吉 筆耕白井徳士
原題ハ「御行実編輯料　元治元年甲子八月　五十三」ナリ
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用 ― ―

76 34227 朝彦親王行実資料74 御行実編輯料54 元治元年甲子　九月 久邇宮家 ― ― 雇林英吉 筆耕久木田龍
太郎

原題ハ「御行実編輯料　元治元年甲子九月　五十四」ナリ
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用 ― ―

77 34228 朝彦親王行実資料75 御行実編輯料55 文久三癸亥　自九月至十月 久邇宮家 ― ― 雇林英吉 筆耕榎元半重

原題ハ「御行実編輯料　文久三癸亥自九月／至十月　四十六ノ前　五十
五」ナリ
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用 ― ―

78 34229 朝彦親王行実資料76 御行実編輯料56 元治元年甲子　自十月至十二月 久邇宮家 ― ― 筆生齋藤諒次
郎 筆耕白井徳士

原題ハ「御行実編輯料　元治元年甲子／自十月／至十二月　五十六」ナリ
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用 ― ―

79 34230 朝彦親王行実資料77 御行実編輯料57 慶応元年丑　正月 久邇宮家 ― ― 雇林英吉 筆耕白井徳士
原題ハ「御行実編輯料　慶応元年丑正月　五十七」ナリ
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用 ― ―

80 34231 朝彦親王行実資料78 御行実編輯料58 慶応元年乙丑　自正月至二月 久邇宮家 ― ― 雇林英吉 筆生久木田龍
太郎

原題ハ「御行実編輯料　慶応元年乙丑／自正月／至二月　五十八」ナリ
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用 ― ―

81 34232 朝彦親王行実資料79 御行実編輯料59 慶応元年乙丑　自三月至六月 久邇宮家 ― ― 雇林英吉 筆耕榎元半重
原題ハ「御行実編輯料　慶応元年乙丑／自三月／至六月　五十九」ナリ
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用 ― ―

82 34233 朝彦親王行実資料80 御行実編輯料60 慶応元年乙丑　自五月至七月 久邇宮家 ― ― 林英吉 齋藤諒次郎
原題ハ「御行実編輯料　慶応元年乙丑／自五月／至七月　六十」ナリ
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長以下協議ノ結果、表
題ノ如ク改定セルモノナリ、

全部
利用 ― ―

83 34234 朝彦親王行実資料81 御行実編輯料61 慶応元乙丑　自八月至十一月 久邇宮家 ― ― 臨時帝室編修
官補熊谷小鷹 筆耕白井徳士

原題ハ「御行実編輯料　慶応元年乙丑／自八月／至十二月　六十一」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用 ― ―

84 34235 朝彦親王行実資料82 御行実編輯料62 慶応二年丙寅　自正月至六月 久邇宮家 ― ― 雇林英吉 榎本（ママ）
半重

原題ハ「御行実編輯料　慶応二年丙寅／自正月／至六月　六十二」ナリ
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長以下協議ノ結果、表
題ノ如ク改定セルモノナリ、

全部
利用 ― ―

85 34236 朝彦親王行実資料83 御行実編輯料63 慶応二年丙寅　自七月至十月 久邇宮家 ― ― 筆生梁瀬保一 筆耕久木田龍
太郎

原題ハ「御行実編輯料　慶応二年丙寅／自七月／至十月　六十三」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用 ― ―

86 34237 朝彦親王行実資料84 御行実編輯料64 慶応三年丁卯　自正月至六月 久邇宮家 ― ― 筆生堀元恭 白井徳士
原題ハ「御行実編輯料　慶応三年丁卯／自正月／至六月　六十四」ナリ
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長以下協議ノ結果、表
題ノ如ク改定セルモノナリ、

全部
利用 ― ―

87 34238 朝彦親王行実資料85 御行実編輯料65 慶応三年丁卯　自七月至十月 久邇宮家 ― ― 編修官補熊谷
小鷹 筆耕榎元半重

原題ハ「御行実編輯料　慶応三年丁卯／自七月／至十月　六十五」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用 ― ―

88 34239 朝彦親王行実資料86 御行実編輯料66 慶応三年丁卯　自十月至十二月 久邇宮家 ― ― 筆生梁瀬保一 筆耕白井徳士
原題ハ「御行実編輯料　慶応三年丁卯／自十月／至十二月　六十六」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用 ― ―

89 34240 朝彦親王行実資料87 御行実編輯料67 長防探索覚書 久邇宮家 ― ― 筆生梁瀬保一 同佐冶為善
原題ハ「御行実編輯料　六十七」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用 ― ―

90 34241 朝彦親王行実資料88 御行実編輯料68 御定　享保・元文・寛保・延享・寛延・寛政・文化 久邇宮家 ― ― 雇林英吉／同
有田利雄

（図）筆生福
田熊五郎／筆
耕白井徳士

原題ハ「御行実編輯料　六十八」ナリ
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用 ― ―

91 34242 朝彦親王行実資料89 御行実編輯料69 文久元年 久邇宮家 ― ― 筆生梁瀬保一 同佐冶為善
原題ハ「御行実編輯料　文久元　六十九」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用 ― ―

92 34243 朝彦親王行実資料90 御行実編輯料70 文久二年 久邇宮家 ― ―
編修官補熊谷
小鷹／雇佐藤
威徳

（図）筆生佐
冶為善／筆耕
久木田龍太郎

原題ハ「御行実編輯料　文久二年　七十」ナリ
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用 ― ―
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69 34220 朝彦親王行実資料67 御行実編輯料47 文久三年癸亥　
自十一月至十二月 久邇宮家 ― ― 雇有田利雄 筆耕久木田龍

太郎

原題ハ「御行実編輯料　文久三年癸亥／自十一月／至十二月　四十七」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果（空白
ママ）

全部
利用 ― ―

70 34221 朝彦親王行実資料68 御行実編輯料48 元治元年甲子　
自正月至二月 久邇宮家 ― ― 筆生堀元恭 筆耕白井徳士

原題ハ「御行実編輯料　元治元年甲子自正月至二月　四十八」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用 ― ―

71 34222 朝彦親王行実資料69 御行実編輯料49 元治元年甲子　二月 久邇宮家 ― ― 雇林英吉
筆生齋藤諒次
郎／絵図筆生
福田熊五郎

原題ハ「御行実編輯料　元治元年甲子二月　四十九」ナリ
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用 ― ―

72 34223 朝彦親王行実資料70 御行実編輯料50 元治元年甲子　三月 久邇宮家 ― ― 筆生堀元恭
図　筆生福田
熊五郎／筆耕
白井徳士

原題ハ「御行実編輯料　元治元年甲子三月　五十」ナリ
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長以下協議ノ結果、表
題ノ如ク改定ス、

全部
利用 ― ―

73 34224 朝彦親王行実資料71 御行実編輯料51 元治元年甲子　自四月至五月 久邇宮家 ― ― 林英吉 久木田龍太郎
原題ハ「御行実編輯料　元治元年甲子／自四月／至五月　五十一」ナリ
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長以下協議ノ結果、表
題ノ如ク改定ス、

全部
利用 ― ―

74 34225 朝彦親王行実資料72 御行実編輯料52 元治元年甲子　自七月至八月 久邇宮家 ― ― 雇林英吉 白井徳士
原題ハ「御行実編輯料　元治元年甲子／自七月／至八月　五十二」ナリ
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用 ― ―

75 34226 朝彦親王行実資料73 御行実編輯料53 元治元年甲子　八月 久邇宮家 ― ― 雇林英吉 筆耕白井徳士
原題ハ「御行実編輯料　元治元年甲子八月　五十三」ナリ
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用 ― ―

76 34227 朝彦親王行実資料74 御行実編輯料54 元治元年甲子　九月 久邇宮家 ― ― 雇林英吉 筆耕久木田龍
太郎

原題ハ「御行実編輯料　元治元年甲子九月　五十四」ナリ
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用 ― ―

77 34228 朝彦親王行実資料75 御行実編輯料55 文久三癸亥　自九月至十月 久邇宮家 ― ― 雇林英吉 筆耕榎元半重

原題ハ「御行実編輯料　文久三癸亥自九月／至十月　四十六ノ前　五十
五」ナリ
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用 ― ―

78 34229 朝彦親王行実資料76 御行実編輯料56 元治元年甲子　
自十月至十二月 久邇宮家 ― ― 筆生齋藤諒次

郎 筆耕白井徳士
原題ハ「御行実編輯料　元治元年甲子／自十月／至十二月　五十六」ナリ
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用 ― ―

79 34230 朝彦親王行実資料77 御行実編輯料57 慶応元年丑　正月 久邇宮家 ― ― 雇林英吉 筆耕白井徳士
原題ハ「御行実編輯料　慶応元年丑正月　五十七」ナリ
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用 ― ―

80 34231 朝彦親王行実資料78 御行実編輯料58 慶応元年乙丑　自正月至二月 久邇宮家 ― ― 雇林英吉 筆生久木田龍
太郎

原題ハ「御行実編輯料　慶応元年乙丑／自正月／至二月　五十八」ナリ
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用 ― ―

81 34232 朝彦親王行実資料79 御行実編輯料59 慶応元年乙丑　自三月至六月 久邇宮家 ― ― 雇林英吉 筆耕榎元半重
原題ハ「御行実編輯料　慶応元年乙丑／自三月／至六月　五十九」ナリ
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用 ― ―

82 34233 朝彦親王行実資料80 御行実編輯料60 慶応元年乙丑　自五月至七月 久邇宮家 ― ― 林英吉 齋藤諒次郎
原題ハ「御行実編輯料　慶応元年乙丑／自五月／至七月　六十」ナリ
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長以下協議ノ結果、表
題ノ如ク改定セルモノナリ、

全部
利用 ― ―

83 34234 朝彦親王行実資料81 御行実編輯料61 慶応元乙丑　自八月至十一月 久邇宮家 ― ― 臨時帝室編修
官補熊谷小鷹 筆耕白井徳士

原題ハ「御行実編輯料　慶応元年乙丑／自八月／至十二月　六十一」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用 ― ―

84 34235 朝彦親王行実資料82 御行実編輯料62 慶応二年丙寅　自正月至六月 久邇宮家 ― ― 雇林英吉 榎本（ママ）
半重

原題ハ「御行実編輯料　慶応二年丙寅／自正月／至六月　六十二」ナリ
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長以下協議ノ結果、表
題ノ如ク改定セルモノナリ、

全部
利用 ― ―

85 34236 朝彦親王行実資料83 御行実編輯料63 慶応二年丙寅　自七月至十月 久邇宮家 ― ― 筆生梁瀬保一 筆耕久木田龍
太郎

原題ハ「御行実編輯料　慶応二年丙寅／自七月／至十月　六十三」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用 ― ―

86 34237 朝彦親王行実資料84 御行実編輯料64 慶応三年丁卯　自正月至六月 久邇宮家 ― ― 筆生堀元恭 白井徳士
原題ハ「御行実編輯料　慶応三年丁卯／自正月／至六月　六十四」ナリ
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長以下協議ノ結果、表
題ノ如ク改定セルモノナリ、

全部
利用 ― ―

87 34238 朝彦親王行実資料85 御行実編輯料65 慶応三年丁卯　自七月至十月 久邇宮家 ― ― 編修官補熊谷
小鷹 筆耕榎元半重

原題ハ「御行実編輯料　慶応三年丁卯／自七月／至十月　六十五」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用 ― ―

88 34239 朝彦親王行実資料86 御行実編輯料66 慶応三年丁卯　
自十月至十二月 久邇宮家 ― ― 筆生梁瀬保一 筆耕白井徳士

原題ハ「御行実編輯料　慶応三年丁卯／自十月／至十二月　六十六」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用 ― ―

89 34240 朝彦親王行実資料87 御行実編輯料67 長防探索覚書 久邇宮家 ― ― 筆生梁瀬保一 同佐冶為善
原題ハ「御行実編輯料　六十七」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用 ― ―

90 34241 朝彦親王行実資料88 御行実編輯料68 御定　享保・元文・寛保・延
享・寛延・寛政・文化 久邇宮家 ― ― 雇林英吉／同

有田利雄

（図）筆生福
田熊五郎／筆
耕白井徳士

原題ハ「御行実編輯料　六十八」ナリ
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用 ― ―

91 34242 朝彦親王行実資料89 御行実編輯料69 文久元年 久邇宮家 ― ― 筆生梁瀬保一 同佐冶為善
原題ハ「御行実編輯料　文久元　六十九」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用 ― ―

92 34243 朝彦親王行実資料90 御行実編輯料70 文久二年 久邇宮家 ― ―
編修官補熊谷
小鷹／雇佐藤
威徳

（図）筆生佐
冶為善／筆耕
久木田龍太郎

原題ハ「御行実編輯料　文久二年　七十」ナリ
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用 ― ―
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のスタンプ 備考

93 34244 朝彦親王行実資料91 御行実編輯料71 文久二年・慶応三・文久三年 久邇宮家 ― ― 筆生梁瀬保一 筆耕榎元半重

原題ハ「御行実編輯料　文久二年　慶応三　文久三年 七十一」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、
（朱書）「扉ノ御行実編輯料　云々」ハ、原本ノ表題ナリ、表紙ノ裏面
ニ書入アレバ、重複スレドモ存セシナリ」

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-１-38）

御行実編輯料71（文
久二年壬戌九月／国
事他）

大正13年
７月17日

本会
作製

94 34245 朝彦親王行実資料92 御行実編輯料72 元治元　介石建白 久邇宮家 ― ― 筆生梁瀬保一 筆耕白井徳士
原題ハ「御行実編輯料　元治元年　介石建白　七十二」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用 ― ―

95 34246 朝彦親王行実資料93 御行実編輯料73 慶応三年八月以後 久邇宮家 ― ― 雇林英吉 筆耕久木田龍
太郎

原題ハ「御行実編輯料　慶応三年卯八月以後　七十三」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ上、表題ノ
如ク改定ス、

全部
利用 ― ―

96 34247 朝彦親王行実資料94 御行実編輯料74 文久二・三年 久邇宮家 ― ― 雇有田利雄 筆耕白井徳士
原題ハ「御行実編輯料　文久二、三年　七十四」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ上、表題ノ
如ク改定セリ、

全部
利用 ― ―

97 34248 朝彦親王行実資料95 御行実編輯料75 安政中　慶応二年分 久邇宮家 ― ― 雇有田利雄 筆耕久木田龍
太郎

原題ハ「御行実編輯料　安政中　慶応二年分　七十五」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ上、表題ノ
如ク改定ス、

全部
利用 ― ―

98 34249 朝彦親王行実資料96 御行実編輯料76 万延元年　文久元・二　毛利書付豊田小太郎手筆 久邇宮家 ― ― 雇有田利雄 筆耕榎元半重

原題ハ「御行実編輯料　万延元年　文久元二／毛利書付豊田小太郎手筆
　七十六」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用 ― ―

99 34250 朝彦親王行実資料97 御行実編輯料77 ペルリ日本紀行 久邇宮家 ― ―

「タイプライ
ター」ノ分　
編修官補熊谷
小鷹／筆写ノ
分　雇佐藤威
徳

（筆写）筆生
堀元恭／（タ
イプライター）
雇佐藤正子／
（地図）雇野
口林平

原題ハ「御行実編輯料　七十七／ペルリ日本紀行」ナリ
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用 ― ―

100 34251 朝彦親王行実資料98 御行実編輯料78 禁裏御収納高 久邇宮家 ― ― 雇有田利雄 筆耕榎元半重
原題ハ「御行実編輯料　禁裏御収納高」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用 ― ―

101 34142 朝彦親王行実１ 久邇親王行実　初稿 久邇宮家 ― ― 筆生堀元恭 筆耕名越常一
原題ハ「久邇親王行実　初稿」ナリ
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用 ― ―

102 34143 朝彦親王行実２ 久邇親王行実　第一稿 久邇宮家 ― ― 雇林英吉 筆生織部辰雄
原題ハ「久邇親王行実　第一稿」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ上、表題ノ
如ク改定ス、

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-５-１）

久邇親王行実　第一
稿

大正13年
３月８日 購入

103 34144 朝彦親王行実３ 久邇親王行実　第二稿 久邇宮家 ― ― ― 筆耕名越常一
原題ハ「久邇親王行実　第二稿」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用 ― ―

104 34145 朝彦親王行実４ 久邇親王行実　第三稿 久邇宮家 ― ― 雇林英吉 筆生織部辰雄
原題ハ「久邇親王行実　第三稿」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ上、表題ノ
如ク改定ス、

全部
利用 ― ―

105 34146 朝彦親王行実５ 久邇親王行実　第四稿 久邇宮家 ― ― 雇林英吉 佐藤正子
原題ハ「久邇親王行実　第四稿」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ上、表題ノ
如ク改定ス、

全部
利用 ― ―

106 34147 朝彦親王行実６ 久邇親王行実　第五稿 久邇宮家 ― ― 雇林英吉 同寺沢光枝
原題ハ「久邇親王行実　第五稿」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ上、表題ノ
如ク改定ス、

全部
利用 ― ―

107 34148 朝彦親王行実７ 久邇親王行実　宮内省某附箋　第六稿 久邇宮家 ― ― ― 古屋美恵子
原題ハ「宮内省某附箋／久邇親王行実　第六稿」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用 ― ―

108 34149 朝彦親王行実８ 久邇親王行実　第七稿 久邇宮家 ― ― 雇林英吉 木村うめ
原題ハ「久邇親王行実　第七稿」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ上、表題ノ
如ク改定ス、

全部
利用 ― ―

109 34150 朝彦親王行実９ 久邇親王行実　第八稿 久邇宮家 ― ― 雇佐藤威徳 タイピスト古
屋美恵子

原題ハ「久邇親王行実　第八稿」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ上、表題ノ
如ク改定ス、

全部
利用 ― ―

110 34151 朝彦親王行実10 久邇親王行実　第九稿 久邇宮家 ― ― 雇林英吉 同寺沢光枝／
中堀利恵

原題ハ「久邇親王行実　第九稿」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ上、表題ノ
如ク改定ス、

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-５-２）

久邇親王行実　第九
稿

大正13年
３月８日 購入

111 ― ― 孝明天皇宸翰写　甲 ― ― ― ― ― ― ― ○（維新史料引継
本-特Ⅱ-４-１）

孝明天皇宸翰真写　
甲

大正13年
３月25日 購入

112 ― ― 孝明天皇宸翰写　乙 ― ― ― ― ― ― ― ○（維新史料引継
本-特Ⅱ-４-２） 孝明天皇宸翰写　乙 大正13年

３月25日 購入

113 ― ― 従文久二年冬／至文久三年春　国事御書類　天 ― ― ― ― ― ― ― ○（維新史料引継
本-特Ⅱ-３-１）

国事御書類　天　文
久２年冬～文久３年
春

大正13年
３月８日 購入

114 ― ― 従文久二年冬／至文久三年春　国事御書類　地 ― ― ― ― ― ― ― ○（維新史料引継
本-特Ⅱ-３-２）

国事御書類　地　文
久２年冬～文久３年
春

大正13年
３月８日 購入
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識別番号 資料名 原題・内容 台本出所 採集人名 採集年月 校　正 謄写人名 備考欄 利用
制限 維新史料編纂会の写本 維新史料引継本

のスタンプ 備考

93 34244 朝彦親王行実資料91 御行実編輯料71 文久二年・慶応三・文久三年 久邇宮家 ― ― 筆生梁瀬保一 筆耕榎元半重

原題ハ「御行実編輯料　文久二年　慶応三　文久三年 七十一」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、
（朱書）「扉ノ御行実編輯料　云々」ハ、原本ノ表題ナリ、表紙ノ裏面
ニ書入アレバ、重複スレドモ存セシナリ」

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-１-38）

御行実編輯料71（文
久二年壬戌九月／国
事他）

大正13年
７月17日

本会
作製

94 34245 朝彦親王行実資料92 御行実編輯料72 元治元　介石建白 久邇宮家 ― ― 筆生梁瀬保一 筆耕白井徳士
原題ハ「御行実編輯料　元治元年　介石建白　七十二」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用 ― ―

95 34246 朝彦親王行実資料93 御行実編輯料73 慶応三年八月以後 久邇宮家 ― ― 雇林英吉 筆耕久木田龍
太郎

原題ハ「御行実編輯料　慶応三年卯八月以後　七十三」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ上、表題ノ
如ク改定ス、

全部
利用 ― ―

96 34247 朝彦親王行実資料94 御行実編輯料74 文久二・三年 久邇宮家 ― ― 雇有田利雄 筆耕白井徳士
原題ハ「御行実編輯料　文久二、三年　七十四」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ上、表題ノ
如ク改定セリ、

全部
利用 ― ―

97 34248 朝彦親王行実資料95 御行実編輯料75 安政中　慶応二年分 久邇宮家 ― ― 雇有田利雄 筆耕久木田龍
太郎

原題ハ「御行実編輯料　安政中　慶応二年分　七十五」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ上、表題ノ
如ク改定ス、

全部
利用 ― ―

98 34249 朝彦親王行実資料96 御行実編輯料76 万延元年　文久元・二　毛利
書付豊田小太郎手筆 久邇宮家 ― ― 雇有田利雄 筆耕榎元半重

原題ハ「御行実編輯料　万延元年　文久元二／毛利書付豊田小太郎手筆
　七十六」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用 ― ―

99 34250 朝彦親王行実資料97 御行実編輯料77 ペルリ日本紀行 久邇宮家 ― ―

「タイプライ
ター」ノ分　
編修官補熊谷
小鷹／筆写ノ
分　雇佐藤威
徳

（筆写）筆生
堀元恭／（タ
イプライター）
雇佐藤正子／
（地図）雇野
口林平

原題ハ「御行実編輯料　七十七／ペルリ日本紀行」ナリ
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用 ― ―

100 34251 朝彦親王行実資料98 御行実編輯料78 禁裏御収納高 久邇宮家 ― ― 雇有田利雄 筆耕榎元半重
原題ハ「御行実編輯料　禁裏御収納高」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用 ― ―

101 34142 朝彦親王行実１ 久邇親王行実　初稿 久邇宮家 ― ― 筆生堀元恭 筆耕名越常一
原題ハ「久邇親王行実　初稿」ナリ
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用 ― ―

102 34143 朝彦親王行実２ 久邇親王行実　第一稿 久邇宮家 ― ― 雇林英吉 筆生織部辰雄
原題ハ「久邇親王行実　第一稿」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ上、表題ノ
如ク改定ス、

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-５-１）

久邇親王行実　第一
稿

大正13年
３月８日 購入

103 34144 朝彦親王行実３ 久邇親王行実　第二稿 久邇宮家 ― ― ― 筆耕名越常一
原題ハ「久邇親王行実　第二稿」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用 ― ―

104 34145 朝彦親王行実４ 久邇親王行実　第三稿 久邇宮家 ― ― 雇林英吉 筆生織部辰雄
原題ハ「久邇親王行実　第三稿」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ上、表題ノ
如ク改定ス、

全部
利用 ― ―

105 34146 朝彦親王行実５ 久邇親王行実　第四稿 久邇宮家 ― ― 雇林英吉 佐藤正子
原題ハ「久邇親王行実　第四稿」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ上、表題ノ
如ク改定ス、

全部
利用 ― ―

106 34147 朝彦親王行実６ 久邇親王行実　第五稿 久邇宮家 ― ― 雇林英吉 同寺沢光枝
原題ハ「久邇親王行実　第五稿」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ上、表題ノ
如ク改定ス、

全部
利用 ― ―

107 34148 朝彦親王行実７ 久邇親王行実　宮内省某附箋　第六稿 久邇宮家 ― ― ― 古屋美恵子
原題ハ「宮内省某附箋／久邇親王行実　第六稿」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ結果、表題
ノ如ク改定ス、

全部
利用 ― ―

108 34149 朝彦親王行実８ 久邇親王行実　第七稿 久邇宮家 ― ― 雇林英吉 木村うめ
原題ハ「久邇親王行実　第七稿」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ上、表題ノ
如ク改定ス、

全部
利用 ― ―

109 34150 朝彦親王行実９ 久邇親王行実　第八稿 久邇宮家 ― ― 雇佐藤威徳 タイピスト古
屋美恵子

原題ハ「久邇親王行実　第八稿」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ上、表題ノ
如ク改定ス、

全部
利用 ― ―

110 34151 朝彦親王行実10 久邇親王行実　第九稿 久邇宮家 ― ― 雇林英吉 同寺沢光枝／
中堀利恵

原題ハ「久邇親王行実　第九稿」也
昭和三年四月二十日、編修会議ニ於テ三上編修官長他協議ノ上、表題ノ
如ク改定ス、

全部
利用

○（維新史料引継
本-特Ⅱ-５-２）

久邇親王行実　第九
稿

大正13年
３月８日 購入

111 ― ― 孝明天皇宸翰写　甲 ― ― ― ― ― ― ― ○（維新史料引継
本-特Ⅱ-４-１）

孝明天皇宸翰真写　
甲

大正13年
３月25日 購入

112 ― ― 孝明天皇宸翰写　乙 ― ― ― ― ― ― ― ○（維新史料引継
本-特Ⅱ-４-２） 孝明天皇宸翰写　乙 大正13年

３月25日 購入

113 ― ― 従文久二年冬／至文久三年春　国事御書類　天 ― ― ― ― ― ― ― ○（維新史料引継
本-特Ⅱ-３-１）

国事御書類　天　文
久２年冬～文久３年
春

大正13年
３月８日 購入

114 ― ― 従文久二年冬／至文久三年春　国事御書類　地 ― ― ― ― ― ― ― ○（維新史料引継
本-特Ⅱ-３-２）

国事御書類　地　文
久２年冬～文久３年
春

大正13年
３月８日 購入
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115 ― ― 従文久二年冬／至文久三年春　国事御書類　人 ― ― ― ― ― ― ― ○（維新史料引継
本-特Ⅱ-３-３）

国事御書類　人　文
久２年冬～文久３年
春

大正13年
３月８日 購入

116 ― ― 久邇宮御履歴書　鳥居小路経孟手記 ― ― ― ― ― ― ― ○（維新史料引継
本-特Ⅱ-５-３）

久邇宮御履歴書鳥居
小路経孟手記

大正13年
７月12日

本会
作製

� ※利用制限の結果は、令和２年（2020）１月８日現在のものである。

識別番号 資料名 原題・内容 台本出所 採集人名 採集年月 校　正 謄写人名 備考欄 利用
制限 維新史料編纂会の写本 維新史料引継本

のスタンプ 備考
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